
長澤道ー記録・情報関係

阪呻分災路プ咀§災活動報告室

＊宝塚市の活動報告 IJI:3YRO)

＊災宙故壊活動を振応送る

大阪支部大会えの参加
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Il阪 神 ・ 淡 路 大察災」における活動記録抜枠
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1＇工旨
未皆白の人披吾を受けた仙災地のアマチュア無線局｝C向け、同ク）の仲1111として文扱援助活動を行う。

2 団体

J ]13 Yl10 全国"汲好会及び、その他0)；アマチュア無線In抒刃胡l]協力を得て 1災も救援隊」を組戟した。
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i ・活動記録

A無忍局殺鉗1Jダ係
(il‘I9,＆戸ll 91 2l 91 ボランぅ•ィ rnII卜 19も位す和 1 」Lしゆ会）の現9麒「務所内に柏地院を設欝すると

巡/Iii切lr;1 平成 791-9)） 2 9 i_1 ~l叫l-2 /1 i99 1 9まで、．

班tffl状況・辿絡用、道酪冷柑の収集。

設泣場所 兵血莉し西図I1作昭和町 10-22 公届l殺会内

1般入機）1 994 99119 /43O M992モーピル機・・・・

1 :I0 99992 9ヽ ンディ機 ... ・. ..... 

アンラ^ ー／＼同9ll(30位）安定化屯源・・、

•月 l l台

.'l i台
•名i 仙 いずれも有志より 11叶住の機材

,「It.9炉る小I心の会と,,人l阪li(i社会揺祉協沿会、大阪・ドランティア協会．大阪） M9.. l内囚 NG O協議会、経済 l丑付•9J9 介会．ささ
あい！竺駁9人雑［センターCOM,.、たんばばの家．咄城歪面,,師研究吋、点良まちづくりセノター、日.,.,会織ili.11本炉こ．堺f:：
（会、 Itl9(9:l臼ンティア協会呼が91 び 9!•91 ri9来た団体」

② ‘I•19(9 り・ 1 25 l9．祈lhll収尤II沖］に止地局を成iftJる。

i1)）（l州'".,勺"年 9月25n ～同年4)li n成で．

叫「）II如兄 各逍9且堤に日［る99阻料新lUl紙而叫ク数佃咄地I祐、及び、湛路1i輝 似l又集。

設泄船所 ， h9 外•版虹’州） 兵I湛県宝塚i1い）淋5丁＂
l"1人機材 9 1 11430 "’'9 モーピル機・ ··•······•···II< 台

4 :)）) 119 9）ハンディ槻 ．．．．．．・ • ・ • ・ ・ ・ ・ i1 1台

•9 ノテj• 、 ,,,1 ， lqし (15 LI安巫化屯加.........各 1伽l し・すれも •(9，位）．り朴11ヤ叫戊 l4' （2 11 1.， 



n限収）

⑳ I，成 7年 L月29日 （社jH本アマチュア99照線辿盟より携帯無線機を拝J1}する。

連用期間 平成 9年！月 29日～伺年 4月 9nまで0

運用状況 各基地局ht1との速絡用、道路惜叡1伝逹等の非常泊1君に使JIJ.

坦 所災吉救扱隊事務所兵1音県宅塚市仁j91 月）L ヶ丘 16•il
搬入機材 SJ! AEG、8J 3 AEH、8J 3 AE  I、8J 3 A E J. 8 J 3 A E9く、 8J S A E L. 8 j S A E 

N、 SJSAEM、8J 3 A EO、8)3 A E P ・ •. 91• IO台

④ 'l•成 7 り］） l ：lo n J―IIl9l序 校 1迎憚場）に1j射l環線我を9雌i!する，
迎j19期間平成 7 年 !)IW 日～1百V9• 3月 3lHまで．

逍"']状況迪格illに使111.

駐 所 全 島 市立i_．jl［小学校兵眼尿宝塚999仁川宮西町 l

搬入機J4.8 J 3 A E G 8 j :9 A ビ I•l. ・ 

＊心JII,1雌i: Jl.19',；，01許999無線機

平成 7年 I月 3On 新聞9取売店内に携帯無線機を紀99すな

運用掛ll:91:、ド成 9年 9月 30[1 ～同年 2月］5l1まで。

.,91 2台

1屈人機杉 8 J 3 A E I、 8 J 3 A E J. ．． ．・.．．吾t2台

9]•成 7 年 2 月 l5 ［］ 新聞販売店内に拘伶無椋機を配伽する。

船 19期l991 平成 9年 2JilS H ～同年4)l9 Hまで。

1般入機材・ニし•ービル啜 (8 J 3 A MQ) ．．.．・ •...... tl I台

8 J :9 A J D、 8 J 3 A J E、8J 3 A J F ・ •・・・月l• 3台

アンテナ、 1可哨lI(30仁）、安定化竜説・ • ・ • ・ •. ・各[19 

＊移 設非布亜1言用無椋機（新問1阪売店用）

杓成 9年 2月 15μ ：災害救援隊事務局にI紐無腺機を移設する。

8 J 3 A E [、 SJ!SAIC j • • • • • • • • • • • •計 2 台

＊辿 湿 Jli和辺信jn割9線機（災害救援隊事務局![!)

平成 7年 2JIl l [1 11上： l1本アマチュア無線迎阻に携梢無船槻を必遺する，

8 J 3 A E L、8] 3 A E N、8] 3 A E M. 8 ] 3 A E 0. 8 J 3 A E l'・ ・ ・.． ,1[ 5台

月そ99他四殺扱活動

(i;2)［ l[； H付けで安否l招会のはがきを、邪浜災宵地／F{［アマチュア局宛IC発送した．．

講醤会の行理者名商控えから抜粋した人数・・・・・• 80人

その他，知り合いの被災地在住者アマチュア局，，..,,人 兌送枚数合9It99枚

②ポランティア人負の派演

家屋の片づけ三伝い、 3［っ越 ‘-09手伝い！ご等｝98固、延ぺ人数！8人が参加協力致 i，主した。

③義援金の配布

似人 l9人、 [111ト5クラプより、 9ll990,000 [＇」の器援金*'''をいたがき、全半倒哄のアマチ・とア無 9点に1[4人にI砂も芥

令 ((0. 0(（（（ l’l） な・配り •t し 1こ．

以 l



活動記録

兵庫県南部地震における災害救援活動

作成平成七年四月二十日
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I :主旨
未付布の大披宵を受けた披災地のアマチュプ＇無線｝的に 1句け、同好0)｛小1111として女

援援助活動を行う。

2 : 団体
J H :1 YI{ 0 令It~ 8 11 愛h「会及び、そ•(/）（也(/)アマチュア無線局の参）｝II協力を l!l

て I災'1’f救援隊jを糸II織した。

1r・務所：〒6（i5 兵卜1（リKi：塚ilif：川JI~l ヶ・ fi: Iii-I I 'IFi. 07憚•54 -(） 1) （） 8 
i'i• It·れ· : 1;;:m ;a • • J J :1 u x N 

3 :活動記録

A無線局設置

①平成 7年 1月21日： ポランティアrlli木（応援するili民の会）の現Jl!l!ll務Bi内に凡

地局を股脱する。

連JII)VIIlll: ilt成 7年 IJl 21「l~lfil年 2JI l!J IIまで．

運川状況：連絡JII、道路情報の収集．

設匝局i所：兵lil［県洒宮市ili昭和町 10-22 公IHI教会1’‘l
搬人1幾材： 144 lIIIz /4:lo ullzモーピル機・ ・・ ・

4:IO AIIIzハンディ 1幾，..... ..

アンテナ、 liilhII(：I(J (L.）安定化tU加， ．，

しヽずれもイ湛，i:りtl!11,i(/）機材
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＇ •各 1 似

¥ti「応援する巾民<I)会とは大阪府tl：会福祉協議会、大阪ポランティア協会、大阪YMC、1111

西Nc;o協議会、経済1!1.1休辿介会、ささえあい灰収人権・ヒンクーC(）MI、、たんばぼU)衣

地域間望mjilji研究所、奈良まちづくりセンター、 1.I本粁年会議i}t、II＊が1冴tu：協会、兵hl(
ポランティア協会等が呼びかけてIll来たlall休J

②平成 7 年 1 月 25 日：新叫販・）tlli l}、Iに J,~Jl!JI、i) を；i＇,tli’t する，＇

叫 II)りll911：平成7年 1J1 25 ti ~l叩H JI I IIまで。
巡IIl状況 ：各避難楊に配る無料新ll11紙ifii(/）枚数確認連絡、及び、道路ttifM(/）収集。
股l枇出｝,i:読売1阪充lJi内 兵Iilr.県宝塚ii i小林 5 •n1
搬人機材： 1 44/430 billzモーピル機・ ・・・・・

，，30 ilIIzハンディ機

アンテナ、 IF.I帷 (15に）安定化i1t諒．．

いずれもイi心より tlill'，の機材 (2JI lfi II撤収）

・ ・/!II台

、,
J
I
 

n
"
 ..各 1附

③平成 7年 1月29日： （社） Il本アマチュア無線辿Mはり 1j!)1i}無線機をili{l','する．
ill!JIIJVll/11 :平成7年 In29 f.l~lfll年,1II I I.Iまで。

連IIl状況：各）＆地局llりとの連絡Ill、道路iff報の伝遠等(})非常il!ifitに使｝n.
J』 j9i：災‘；tr救援隊 'l"務所兵Jil（県＇i伐訓ii：川）1見ヶ Ii:11日 1
搬入機材： 8J:3/¥EG、 8J:i/¥EII、8J :1 /¥ E I、8J :1 /¥ E.I、

8 J :1 /¥EI<、 8J:l/¥EL、8J :1 /¥ I?、N、8J :l A I...M. 
8 J :1 /¥ E 0、8J :I A E I' ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 111・ 10台

④平成7年 1月 30日：仁川小学校（避難場）に1jglIt無線機を配紺1する。
ill!/IJJりllIIl：平成 7年 1J1 20 l1 ~1平l,• :I I I :I I l.I J: •巳
巡川状況：連絡／IIに使Ill。
ル｝ i]i : （．．：川小学校 Ml［県i!.&!ilif：川’I!［I’lillll I 
搬人機材 ：8J :1 /¥ I~ G 、8J :1 /¥ E I I ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ • ・ ・ :!I・ 2台



＊追加配備：非汎通信JII無紬1幾
平成7年1月30日：新111IJ阪りdli内に11り1lt無線1幾を配りtiする。
巡fllJり11111:平成7年 1月 30l'f~I司年2月 15I:（まで。
搬入機材： 8J3AEI 、8J:lAEJ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ H2台

平成 7 年 2 月 15 日：新1111販売1,11内にり~IW熊線機を紀ujjする。
巡｝IIJOIliil: 9li•成 7 年 2 Jl 15 l.l ~1tl{,i、1月 IIIまで。

搬人機材：モーピル機 (8J :1 /¥ M Q) ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・;JI・ I台

8 J 3 A J I)、8J3/¥JE、8J :l /1.J F ・ ・ ・ • ・ iil・3台

ァンデ）・、 l司柚(:10に）、安定化祖源 ．．．．．．．．．，各 l紺

＊移 設： 11哨！通信}II無線機（新lJIll阪如印II)

平成7年2月 15日：災1.f救援隊 IJ牝務局に携11t無綿l良を移設する．

8.l :l A I: l、8J :1 A E.1 • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ • ・,ll 2 f, 

＊返 還：非常通信Jll無線I幾（災＂j救援隊 り1務 局｝II)

平成7年2月 II日： LI本アマチュア熊線連叫に携IIt1殷線機を返遠する。

8 J :l /1. I.: 1.、8J :1/1.EN、 8J 3 A l: M、

8 J :l /1. EO、 8J 3 /1.E P ・ • • • ・ ・ • ・ ・ ・ • • ・ 1115台

4 :その他

① 2月 16f.l付けで下記のはがきを、激痕災苔地在住者宛に発送した。

講柑1会0)竹Jllけ貿間l'¥'iえから抜枠し
た人数 ・・・・・ •80 人

その他、知り合い(/)披災JUh:9l者ア

マチュアf月・・・・ 17人

発送枚数 介，！I・97枚

何かホ手伝い出来ることがあり
寺せんか．

未沖有の大祓害をしたらした「阪神大笈

災Jが起さて斗、 一1JI1を過ぎようとし てお

り1•すが、 未だ、ラ 1 フラ 1 ンが尤債されて

いない所も多々有り、物心としにこi8心の事

と狐斥致し iす"

アマチュア焦Mi• 愛する fI· 間と L て、何か

お手伝いが出来 iしたらと思いご連絡 さし

ていたださよした．ャrかと t;取り込み中こ不

伎があろうかと存 L• 1すが．．何かござい 1L 

た1,tIJ.、し、つでし こ連絡下されば、す('にお

手伝いにJ:.がり 1すので、なんなりと仰廿下

さい1せ。拭I：微力ではござい1すがお1父に
立てれば、章いと存 L・よす．

な1984受好介 』HヨYRO
〒665 兵暉讚宝1詈市にJ11月見グ丘 16-11

Tu 0798·6◄ ·0 9 0 8 

長澤道一

②ボランテ ィア人員の派逍

·~J.,\{O)）「づI•J手（公い、り1 っ越しの平伝いに等に 8 l!ll、延べ人数 18人が参加協力故

し北 した。

ゾー



(:D義援金のI`れ布
俯人 17人、 I;ll体 5クラプより、 ;!I・170,000 Iリの義援命折付をいただき、 14人(/)

人達にお見舞金 (10,000円）を配りました。

紀布名荊

割愛しました

5 :総括

iM災発4:．時は、帖l人レペルのつながりで災軒iillfriの(iti)澤を行ってき出したが、

被唐(/)大きさ、ニューズの炭化を認磁するにつけ、伯人レペルのつながりの火援1i「,
動では限り料を感じて、クラプ紙にイi忠を求める文を抽l秘し、「災布救扱隊Jをiliii賊

し直して災宵救扱括動に取り糾んだ．

II. 7. I. 17未り1に兵1叩講jffIIll!l方を突然に帳ってきた岱狐/Jrf,~7の人:Jilli蒻により、

lfil地の交通網、通信網、ライフライン節は-・|り1のうちに駁滅的なII撃を受けた。主

た、住宅被害は被災地の 35%~7澤が全半腹、 •··flll捐似のダメージを受け、 !i502 人1/)
昨い命が秤われました。訛もがこの様な地展が来るとは、予測不可能(/)l;1然災宵で

したが、 しかし、被1-!f をW、大させた ．．． k\;Iは、災布発生時の·1~'公／ i•(/）対応0)遅れがii;
すように、空Ilii絶後の被災J也規様(/)ために正確な情報収集が困9［だった'lれ1::.'と考え

られなしかるに、災','f時においては、イi'線通i,io))tIIIlli:t1; III能、 tlif1.1(/）収集1:tlヤ
無となるのは常謀で有ると再認識すぺきであり、その様な侑悧（iえ達0)イ<iil能な2ドl'．I
時の汎nuりlにこそ新蹄Ill 来る(/)は、 i)1:;lit通 itiが 1II能なアマチュア無線辿In •四i・るペ
きである。 4kん (/)(tllにもクラブlll/,i:．での救援i,r慟はイi'ったとIJIIき及んでいるが、し

かし、アマチュア無線の糾織だったJI:1ii通i釦迅JIIがゞ I．ち遅れたのも紛れもないil戊
q,'り、北た、 1迂行を促す点でもイiな
私たち(/) 災，lfk,援訴動におし‘ても、イi線i血•i il4が、 l'断され、災，1；熊恥叫，iが父 I,:

d)+・b淀(/)ため、各被災Jl!J<l)火状が外部にii:．確に（パわらなくなり、被災・化がq！んで
し‘る文即，り動が忠うようにI.II 来なかった！！韓線通li1巡｝ ll . l •,0)／父省点が（i る。例えば、
:．i濯 iIi内からはとても Ĵ：lYI(l.／3が巡Jllしている神戸iii康瀕l烈にはおろか、近猜i1;(/）
1虹RiI.j内にでも 10 ヤ機では交信出来ない地域で｛l: り。 Ij!） ll~無線機ではレピークーを
介しての交I和が不iir欠で有るが、 llf心のレビークーが倅波状態で、情報(/){Li遠）iik
は移動局、常l龍駐所での巡JII局のI.l •'維にiれる状態で1Iって、とてもスムーズにUi骰
の伝達が行えたとは馬えない問題点が多々有ったが、今lせ1の膜災を教訓として、

I :災1,・FIIかにおける1幾敏なtll識だった情報通I柑網(/)確立と巡JIl。
2'レビーターの股側を含めた通信の有効括｝ll方怯。
以I疇．の様な非'/tiilif月の連川 l'．の諸ml題について、’i'他に対応策を息考し、火fiすぺ

きであると考えられる。

以 1••

ふ記になり北したが、被災され ：上した）j々の • II も ',W ヽ復典をお祈り致 l. J：・：)．u

よた、参）JII支援してくださりました）i々、 Jl:1it.iilif、:t}ll無線1幾を貸しIllしてください

ました (tl:）11本プ＇マチュア無線述叫に心より感り 1(/）お礼llIしl・・げよす．

:J 



f阪神・淡路大炭災における災宙救援活拙を振り返る」

8JJ~;：＇胃；~ynR麟

；ま切： ： 竹む／；／呪弟v；：虔れ：［ 家：全u：現：： ： ：~：ー／
その様な状況のなかで当切、敗り得た行動は、多くの被災されにアマチ4ーア熊線周が加されたように、 ISII-

戚1村での救援等のボランティア輝でありましに。幸いにも私の住んでおります馳区（兵庫県七塚和ゴII) は`

気が"'''［後には復lu致しましたので IJ19F119 (43OMI1と• 93）の熊線磯を使っ（の交1月が出来る如●1こけな

'したが、しかし、とても、交信が~,け19-111 来る 9紐状饂状況ではなく、正）Jルの避難iliii の雑9りに追わ
る"々であり 居11：地殷外に目が向けられる余裕が由来たのは9点災後"'"であった＂

砂」に取った行動1す、入阪市在1上の JG3Nml茂91裕史氏からの f緊を通1呂のための]Cl也局の設雌提案」に答え

I'，であり、提案当 IIの21fi午後几9}年過ぎ、早迎 9JlIF1i9 1F3）で交1君していた1中lIIIに急遮［今から恥9局を

岬に設1KI しに行くり｝と協）此岬~渥Utを呼ひか 9う―t 、設罰1 来にのが酋白公I司教会「9も49-r砂民の会」

地4/9務所1村の見地01で応た。ポランティ噌I砂視地9F務所内で基地局を迎用する事がいかに人切な鱈、

砂令避難祝の物資配布の状況を見ればー且瞭然であるが、当方迪の頌いが届かす、外011からの通信機14の提

オペレータの派遮等 救援の手が1;Iけられず、残念ながら決して成功したと言えない結果しか残せませんで

セ， 以後、私逹 I-J クラブ9j1椴を繹 1こ 1• かして rmmo 尋救援隊」をIll晶して、麟l販売店へ叫直機

祖 059999l251釦蒻IWに幻紅l国 J9191l紙 I990淑岬：し詞t,国 ） 羞 悧 頃 へ の 移 如 暉 罰 設l社り5/01930

順釦豆l麟 1•安否 I!11会のはがきの発送 95⑫16 1激裟馳のアマチょァ扉1.9l瞑咋い嗅員の派逍

02/99lヘ一義援位の配布 95i03!01~（避難されているア・マチ-ア無線局に対して）等のtS動を多くのクラプ員及

怜IB1アマチュ乃国）立行ってきたu

tもいも、 1皮災I也の被災れが災占救援通信をい」り1的に行うと；iうこ KIt叩 l!「内、 9'，i神（内にもJl現）：釦い19であ

凡 介 ln]の災a救援通信での特殷的な現約11、JA39RI_I'9、等心{f,1を兄るように 長期に渡り輝9されだ）iんの

(9_tl＆災l也／1：iLの被災者珪で有った＇［実である＂

よた、危禄酋迎休制の対応のまずさの為、私達が 8J3AMI・ の存在を知ったのも、災虹通信用紅諏 IS」3*＊＊1

叡が決ま oたIIの約）週間程前であり、その他のサブ周と苔われる 8J3叫から始まる固定局が存在した事が

ゾたのも、つい最近の出来事である。このように、何処からも連絡がない孤立無I砂 1●での救棧糾動としては

％成功したと言えるかもしれませんが、 しかし、初動の対応における人員確保のまずさ硲披災者であるが

toン述湛！設がマイ
プス思考を引き起ごしたと恩える節が有ることも反省材料の一的であり｀災害時においては、

訊 l9から叫91岱1,'，吼と述1911_ てか地域阪1及新動＂が 1-府位である-,,を私企アマチュ打！輝家1ー今後・｝））又？r材料

して残‘-！こ．
虚 1こ、今lりlの）虹災におけるアマチ,,息砂疇釦叶1会的に拌1年liされておりますが、しかし、評価の）」松：

lしたし"'
しいのか兄＋当に •i91，999 されるべきである、被災 1也に 11l かけて活動された、何千人の緑叶］のボラ

rィアアマチコア熊掠局に「あなた占こそが止役です」と妓Al,I1の：エールと貨拌を送 nますも



（資）義援金に国封した書面

震災お見舞い申し上げます。

末曽有の大被害をもたらしだ「阪神大震災」では多大な被害

を被ら打たこと心よりお見舞い甲し上げます。

私たちアマチュア無線愛好家は、アマチュア無線を要するI中間が物Ill＼とも

にごI箆心の事と推察し、 1司かのお役にだてればと思い、この度、義援舎を募

り、ご畏殿に見舞金を送ることと致しました。

誠に寸志でございますがお役に立てれば、幸いと存じます。

何卒お体にご留意のうえ、一日も早く復興され，お空の上で楽しいQSOが

出来ますようお祈り由し上げます。

The ENKOKU 84 AlKOHKAl is courlesyAmaieui Radio Club 

全i!l8 4受好含 』＂コymo
〒6飩 兵庫嶼宝塚市仁川月見ヶ丘 16-11

TEL/FAX 0798-54-0 9 O 8 

平成七年三月

＊ご記入の上、担当者にお渡し下さい"*

受取証

□/―認／三
/―ヽ-- - --------― 

II99竺しー」



参加いたしませんか。

'"3 9年6)9,91 1 1 9 99俗II

H3YRO •~~•-
「災害救援隊ぃ＇』

’:::;；9909:／o"s f』--1
打咽 IfH「'i09折か a、約様にはますま1、一ー即l珈刈sとイ［します。し＇つも 力ならぬおカ

添えにあずか 99、誠にありがとうご＇ざ 99ます．9

さC、0速ですが、''"没， JARL大 阪狂l1では文部）＜会のメイン行 ・19として、 「？砂滋

援ど，，，マテュア無祝」 1講和牙， j993GXF我採臼き瓜 JK9LFOけ［安，豆I氏1の』9'，［会を

来る 6月IJ日・ 14 00~15 00から吹田市リサイクルセンター「くるくるブラザ内」で怖

す予定戸うです。 1JAI<9、N9;ws6 J1号によれば1

涙災後，ポランティア括動I--,'， itとな9fぅ＇・'て餅料されました釦 9I様にII：、災囲l9,/1こ

おける対応むまずさ怜の不油、言いといこどが1，汀＇iされずに 1ll俄されたまま今「Ike

えられた小と！It咲いたします，なにいう、私も、この招血な／木験をこのままIIいが'91す、

多くの肝lnl者の1年を踏みにしる物だと＃え、＇げるご 'Iー、店を鱈して,,栢惰な J

ゥハーをお9-）ち互ポジ／チ、99'活動：こ1むi「したれ加の茫兒交換、陀応辺を設）と'-ご

I さし‘。」と舌心てきましだが、現／9 ま丸哀し，•一とに山がJ，9，かす、実叫でしよせ

ん？した。初よ、―ーの殷の機会を1,『らえ、ボ演後、質疑応答加「能か？9，JARL4「会員が

99/1i会に参）／lln[9和か汽 •U!99 名でイ1 る、人阪豆l／長曹 I(4叫． 氏 I―又糾，6）15「l発送1

にて確甜を取り、この機会を有効9□tか哨ij所で11りますー・

佃かと、 こ多忙とは1fじまずが、皆1店お誘い合わ11い 1-、 l災寺辿1けに19般．＇’3た名と

じて、 Jjlっておきた，,ヽ事実、経紐」が知，'得る、絶女1のチャンスで1,パ Kりl_9'参加し、

如 ',J叫に関＇ 9-した、また、絋災l也のアマチュアkiとして、汁頃から叫Iだと思って9、

る屯1こ代1して、疑i:Ilh,（刈1ィ・―令1iにしヽたしませんか」なお、 11きたし＇が［化が＼＇ iになし鳴

合で どうしても、こ叫叫こつし、て質liOLて1壬＿’‘’’liか布りよしたら、 l記までご此絡

「さいましたら、代わりに質川］させていただきま寸，

II及＇）急ぎお知らせまで。

記

訓い合わ吐先

〒665mI!『けJ和1召―-Ji1Jl)•J 々 iェ 96-il

長俎磁

THL9FAX 0998 -5 4 -（99 0 8 

数J↓

以に
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We Love My City 
憑← 一—二三=-云=- i·y• 

震災お見舞い申し上げます

未曽有の大被害をもだらした「阪神大震災」では多大の被害を被られたこと心よ

りお見舞い申し上げます。

その被害は想像を絶するもので、今なおご不便な生活を強いられておられるみなさ
まのI駅1中、察するに余りあります。

当クラプはこうしだ非常時にこそ協力して皆様のお役に立つだめ全力を挙げて鼠
闘しているところであります。しかし、私どももまだ多くのメンバーの家屋が全半
壊するなど被災し、ご承知のような、交通状況もあって思うにまかせないのが実情

であります。
私達は一刻も早くこの危機を乗り越えるるだめに、従前にも増して取り組む決意

であります。
みなさまには以上のような実情をご賢察のうえ、ご支援、ご協力いただきますよ

うお願い申し上げます。

最後になりましたが、みなさまに一刻も早く平穏な生活がもとりますようお祈り

しております。
平成七年二月

c戸畑唖ヨ

1中止、延期のお知らせ
r新年会JはII1JI；とさしていただきました。

n•‘”“‘y2‘”“'““'“MOHMI ,,,,1 



199“9 9/iJIB919う l119g i!IIりIOI!!

［新年QSOコンテストJO)入賞者の発表は延Jり1さ
せていただきます．

1役員会

今JIの役艮会は

2月25日 （土） り絞 611かからです。

m““‘'“"“'’“““"““I 

1震災
私は、 ：I：砂/ulれにより 34名もの死者をIllした,.:

川の近くに住んでいる。幸い、家屋は無事であり避

蔑li駐らしをしておられる人達、また．'"'親を失っ

たり家を火ったりした人と比ぺるすぺもないが．恨

灰 6 の空前の（阪~,吹痕災（兵91（爪i相郎J也棋） I O) 

其災に逍ったilII))視点から、災U時における')‘マ

チュア無椋のJIii題点を',,心に述ぺてみたい．

(I月1711午nilfill,Hfi分）
Jl!J棋発生と共に祖絲ガス、水通、祉知0)供給がス

トップする。 一9ト、何がおきたのか．とてつしない

恐ろしいことが起きたらしいが、 IJI災確認がIll来な

ぃ．外では．名Il11を呼び合う;11、怒l日り合う l’'があ

ちらこちらから1J11こえる．

(t'1 II’l:li「J899fl(）分項〉
社気が復Inする．早辿TVO)nt源を人れてニュース

を凡る。地惧が起きた事がやっと把9i1できる． •rv

局でも何処で何が起きたかl叫屈できず、龍乱してい

るようす。流れるニュースは績災のすごさを伝える

だけ、月1：心な（今後どうなるのかJ. fどうしたら

いいのか」等のライフラインを含めての生活l"H！が
全くない。余震が頻繁に続く ’l’、とても。緊悠通信

がり1来るthlII'状限ではない。家の小は食淵筍U)ガラ

スが割れたまま 1枚乱し 、 ）rf•I’ 1) る筑にもならない。
(I川[I ’l・・後 I 11,~lfi>
fl宅が大丈火か外にIllて確認する。 9ltるなIIをした

多くの人達がおしだまったまま、北ぐ0)で1:lなく恨

然と逍路を1)1徊している．また、 invXに1:I.iJ礼樹 した

家がおおいかぶさり、 3汲るi9tで辺料が陥没、 1(l.利し

ており、おまけにガス ~llれの良いがし、とて（》危険
な状艇である．

家のIlII))割れたもI))を少しだけ）t付け、近i9i0)人達

とコー ヒーを油かして飲む。 I伯しが無9:1で笞娯少な

月。近くの9二川小学校が避難所と知らされる。

〈同l;l'「後．1時頃〉

割れたガラス類をかたづけ、家の小を幣埋する．ま

だJl!J製が起きたことが）即けできない。まるで、歩I)）
中のIll来事みたいに息える。

尖家が心紀なので西宮の一・ヶ谷まで 1時1111かけて歩

いて行く． jかl'、いたるところで{I、li内米I.iiがイiり、
惧災0)すごさが伺われる。また、逍端にはJI;.心状態

の人達がたたずんでおり、 ill！もが現実を探しあぐね

ているみたいである．

〈ifl[I午後6時頃〉

余娯が有るので避難i所に行こうと誘われるが、家A!
が大丈火みたいなのでと断る。！litrjillHu:tIIコミに

川るのみ．

〈IJI 181]) 
初めて無線機のfu源を人れる、 ＃；ぃコン l：゚ ュ—→ター

も製れていない見たいなので祈WII II Sを勁かす。

熊庫で有ることを送Illし、メンパーI))安否を1111く。

(I J/201,l） 

JG :1 N FIi、JO:lMVI.,、JE :1 C CM. JI' 
3 S II/¥各J/,Ju)協｝Jを1いて、阪怠1’り'1-{:ltn駅1)),11浪i
に災‘,9ii印 IIIO)アマチュア熊綿JKJ也い）を股Itiする．

””' 
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（応援する市民の会・西宮市南昭和町公同教会

内）やっと、電話が深夜だけかかりやすくなり、知

り合いの安否情報が取れ出す。

〈1月22f.l〉
*JAl!L関西地方本部で緊急会磁がllりかれる．
埴話が完全復旧する．

〈1月24日〉

JA3AA、JG3NFH各局と基地局でアイポー

ル。支援をお穎いする。

〈1月25日・・膜災後8日目〉

JA3XZW、J03MVE、 JG3Nl'lf各局と

基地局でアイポール。ポランティア団体（応援する

市民の会）にNCA（業務無線）を 5台渡す。

*JARI.1具l函地方りi務局では油老沢Ui務理半が来阪し、

緊急Jl）の携梢熊線機200台の貸与が兵庫県支部長秋

fll氏にされる。支部長は痕災後、披災地を見たのは

こ 0) 「1 が初めてであるとの 111。なお、 261,91 迄に貸上j•

された携IW無線機を芦屋市役所に20台、東灘の登録

クラプに5台配ったとのこと。

〈1月27f.l〉

統光新問の朝刊に 「選雌所に携帯撫繰檀 ハム仲

間が設置

被災者らに救援物資などの情報をいち早く伝えよ

うと、日本アマチュア無線遁盟関西地方本部（島伊

三治本部長、二万人）は二十六日、神戸市東滋区に

中樺基地を設置し、各避鯖所に携帯無線機を配った。

いまだ電気や電話などの通償機能が回復しないと

ころが多く、ハム仲間が立ち上がった．東潟区住む
会員のフォトジャーナリスト冨安大輔さん (37)方

を中継基地にして無線檀を設置。会員八人が携帯無

繰機百六十撮を持って西宮、芦li11、神戸市内などの

辺難所を回った。各所で撫線機を伎える人に協力を

頼み、被災者の所在確認や不足の救損物資、交通事

惰などの情報を交償する。」との記IItが4見る“
〈1)1291:l‘Hii1 2 U与50夕｝〉
*.IARI．兵服閃し支部役良我孫子氏より携術焦線機10台
を1胆もにて1fiかる。
〈1月30f.l〉

戦難所（仁川小学校）笥に携楷無約機5・台配る。

〈2月 5日）

拙光新1mo)朝JlJにより「アマチュア無線非常通信用

周波数 日本アマチュア撫繰連盟がセンター局JA
3RL、サブセンター局JA3YRLを開設し、午

前 10時～午後7時、救援のための非常通償。郵政省

が436.88げ心、 436.721がヘル9、436.501 カ•.̂,の
周波数を特別許可した。詳しくはJARL関西地方本

部」の記11tで非常通信用の周波数が設定されたこと

を知る。
災宵時にこそ効果的な運用が可能であり、 ~I：会に

貨曲できるはずのアマチュア無線ですが、上記のよ

うに、）共災後、 JAIII．関州地力本部が糾謹だった即II
を始めた0)は祖線綱がn：常に回復し、新9lll節のマス

メディアもiE常化された数週間後のことであり、初

Jりl対応0)まずさ、遅れのそしりは免れないと考えら

才しる。

””'”)I“NI<“““((IOHMI 

今回の震災により、 JARL関西地方半務局、 JARL関
西地方本部は危機管理体間の不侃、対応のまずさ、

無能ぶり等の問題を白日のもとにさらしたが、しか

し、一方では、アマチュア無線家の人々が直の恨単

位の動きで災苔復l日に活臨したり9を忘れることもで

きない．今となった現在、せめて、この緩災を教訓

として緊急災宮にll(l応するような柔歓性のある危機

管理体制の構築を願うばかりだ。また、 JARL関西地

方本部では、 11V年5月に近畿地方非常照線通信協議

会と合同で非常通信刷細を行ったが、あれは一体(Pr

だったのか。絵に描いた餅では役に立ちません。お

おいに反省してほしいものだ。

今Iii!の「阪神大膜災Jにより被災されました皆様

に躁んでお見算い巾し上げますとと もに、一日も阜

く復典されますよう心からお祈りいたします。

OI: J」:IUX N／民tg ju. 

l阪神大震災へ ．．．．．

広がれボランティアの輪

1月 17日午前511#47分 19秒、突然にそれは阪

神地区をおそった。死者5千2百名以上、負偏者2

万6千人以上 (2/9現在）の大惨 をもたらした激

痕は、当分のItr1歴史に絹み込まれるだろう。

勝手気ままな「天災Jも、時として［人災Jに指

洲される事もある。今回の政府の対応｀危機管月I!（乾
｝）、情報の伝達、近代都iiiの乱1111兒と防災措崖(/)後

手・.....など枚拳にいとまない実対が少しづ

つ19Iらかになってきており、 JIJI応的 ・効呆的な対応

が取られたならば犠牲者の数は少しはiiっていただ

ろう。

th州と報道内容、とくに今1りlマスコミも大挙して

滋災の映9位を巡1'1映しUIしているが、視実はもっと

ひどい破級であり、瓦礫（力W令） O)Jll々 そして級れ

切った人々の存在である。

テレビメディアは、その大半が現実よりも大げさ

に映し1IIされることがあるように息うが、今回は現

実の方がまさっているように思う。

そんな中で、余つている時間を使ってポランティ

ア活動に11iかけた．去る 1月 24f.l、輯紐の仲間数

人を誘つて、阪神電車［甲子固駅Jで下車、約 1'・
程歩いた「東甲子園小学校JへとIll向いた。

行く道途では、緊急車両がけたたましくサイレン

を鳴らし駆けていく。 1討の至る所では、道路の陥没

や、家屋の全半鏃、水道管の破損など地製による痛

ましい現実が次々と目に入った。 子供達は、水のく

みIllしを手伝ったり、またある家の前では、 「迫体
搬送I,PJの表示を貼りだした車数台が停il1し、重苦

しい芥阻気に包まれたり、西宮の街全'"'が、大彼災
の現実をなんとか受けとめ必死の生活をしているま

さに闘いのまっただ中の様相を旦していた。

緊急の支援物資などは、当初兵庫県庁などに搬入

されていたが、道路1fttN（大渋滞で動けない）と物

耶的な保管出所などで、西宮市内の一郎学校内の9木

^3 
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育館などに阪り分けられている。

東甲子園小学校は、市内4ヶ所目で5ヶ所目も潤

杯状應6番目の体育餡などが予定されていると1111い
た。

私たちは、早速運び込まれた物資などの搬入と搬

山を手伝うことになった。搬ll:11:t、長野県からの

「リンゴ）と和歌山凩からの「ミカン」の搬出で l

箱 20•。前後で4 ・ンのトラック 5~6 台分を神戸市
庁舎へ運び山したと思う．

トラックが運搬に出ている間は、次々に届けられ

る「ゆうパック）の開封と仕分け作業を行った。

郵便局の小包は、緊急災害対策本宛はすべて無料

とあって、かなりの鉗数が届いていた。全OOの人達

の心有る温かい被災者支援物資に、手伝う我々とし

ても非常に潤かいものを感じとった。

しかし、表示に「毛布）と記されていても内容を

見てみると缶詰が入れて有ったり、ウエットテイ

シュが入っていたり、分類に大変な労力を要するこ

とがわかった。
例えば、赤ちゃんJIjの紙おむつにしても、 800個

程の段ポール箱になったし、男の子と要因が不足し

ており晋意が1!II、被災者の方々の手元に屈くまでに

はいくつかの改良点があるように思った。

連日、兵/llf.県下の被災状況が映し山されているが、

ポランティアも横のネットワーク・情報伝達が辿ん

できていると間く。行政などの目の届きにくい部分

もポランティアは、小回りが利くしカパーが出来る。

いくつかの大学は、ポランティア活動の「IIi位」／9t
与を認める動きになってきているし、大変歓迎され

ることである。

一人でも多くの人が、阪神大震災へのポランティ

ア活動に参加する機会を是非作っていただいて、体

験してほしいものだ。

今回の「阪神大震災Jにより被災されました皆様に

対し、 9貨んでお見舞い申し上げますとともに、一f:I

も早く復旧されますよう心からお祈りいたします。

Ue J L 3 SQQ／北村 l" 

Iいい夢見ま したか
今年も{OI彫もなく亥年を迎えました。各局はどん

なり）拶を見ましたでしょうか？。私ですか。私も一

人前に歩を見ます。くだらないか知れませんが、よ

もやま話のついでにUflいてください。

U次郎 ふと目を党ますと、手にタパコ箱サイズ

の物を持って歩いているではありませんか。誰が？。

当然私です。その箱に向かって、流暢なフランス語

で（町か話しているではありませんか。お相手は当然

パリのマドマゼールでは有りませんか。 「どう、そ

ちらの気温は相変わらず寒いですか？。 JAも今年

は久しぶりに雪が降りました・・・・。 J

怪）太郎ふ～ふん。

U次郎 町 1f咀話で1くDI)に繋いで話していると

息っているでしょう。これが、違うのです。な、な

んとそのタパコサイズの物はアマチュア無掠機でし

m“'”’‘‘"KOK“‘“INOH“9I 

た。その熊線機を使って JAだけでなく、 FもOE

でも1仕界初のJ/¥自慢のアマチュア焦線111継専用の

衛星で気軽にフォーンで話ができるのです。それも

不思議に悪戯の無変罰もなく、混信もなく交9目がで

きるのです。 JA名物？の混信は過去の物．どうだ

ピックリした？．

¥g）太郎 いいえ。それからどうしたの。

匂次1葛 愛想がないね～え。その箱を手に持って

テンキーを押してるでは打りませんか。何か予約を

取っているみたいです。そうです。飛行機の座席予

約はその箱からテンキーで有線を経由して会話を交

わすこともなくして、予約が取れるのです．どうだ、

こんどこそピックリしたでしょう？．

i~太郎いいえ。さめた表俯．
匂次郎今度こそは、ピックリするでしょう。

ふと白々しく回りを見渡すと、その箱を持った人が

大勢いるでは布りませんか。その人達もめいめいに

に何か話しているでは有りませんか。不思譜がって

憐の人に話しかけてみました rぁの箱を持って1行し
ている人が多いが、況信がないの？J

叙隣の人 （混9RJ ・・？。その言梨は過去のデー

タパンクに載っていましたが。背は、祖波は限られ

た資源で、混信問題が有ったと歴史の木に載ってい

ましたが。その「混信Jですか。現在はその言策は

r死話Jです、人間の知恵で電波利川は限りなく利

用できるInに開発されました。ご存じではないので

すか？ ？ ？。

せ次郎 そう、そうですか。それでは、あなたも

アマチュア無線家ですか？．

叙隣の人 そうですよ、 J/¥では1i1民の2人に 1人

はアマチュア免許を持っていますよ．

け次郎 それでは、呼山符号は足らないのでは？。

隣の人 呼山符号は足らなくなるはずが1iりません

よ、 J /¥のあとに各自の ID番号を言うだけですも

0)。足りなくなるはずがありません。おかしなこと

を開く人ですね．

匂次郎 そうですか。何か1かがなつかしいですね．

叙隣の人 ？ ？ ？ ？ ？ ？。

匂次郎 ピック リした？。

怪汰：郎別に。それからどうしたの。

り次郎残念ながらトイレに行きたくて、 Rが党

めたのですが。また、この歩の続きを見たい0)です

が｀どうしたら見えると思う。

怪次郎 そんなの節Iliだ！。現火に1;1を反らした

らいいだけだ。

匂次郎 ？ ？ ？ ？． 
l)l：長澤 道・・・・

注釈

JAとはJ8J)8llを指す。ゾーンはITU:4 5、

CQ: 2 5です。

FとはFroncoを指す。ゾーンはnu:2 7、

CQ: l'1です。

OEとはAustri1)を指す。ゾーンはITU:2 8、

CQ: I 5です。

この文は、煤災以前に訃かれたものです．

”‘f 
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高野連事務局長（田名部和裕）談

r能はずみな行動で被災者の心情を逆なでしない

よう、 JりHIii中は選手、応援団を含め自粛を111し入れ

た。強制ではなく、選手らの善意は否定しないJ

1交通親制を廷長

邸（県誓災害対策誓侃本部は、 3月 31日で期限

切れになる、復典、 Jl.：屈ルートの交通規制を4月

28日まで延長した。

餓鬱j内官 4月 18より

復異ルート
圏道43号線 尼崎市武糾川2T目交差点～
AL16:00~Pl19:00 神戸市灘区岩屋交差点

TAXの通行が可

阪神高速溝岸線 小島ランプ～魚崎浜ランプ

＾~16:oo~rし19:oo TAXの通行が可

眠神高速神戸線 尼崎東ランプ～武庫）IIランプ

AM6 :oo~PM9:0o TAXの通行が可

名神高速 尼崎インター～西宮インター
紐 n.•F り線のみ TAX O)通行が可

生活ルート
国 道2号線 尼崎市西大島交差点～

/\~16:00~I'糾19:00 神戸iii灘区岩屋交差点

珀 2神明過路 西1リ1石インター～
1̂90:（）0~1IU6:00 多iutインタ•一
リ［行きのみ

阪神高速北神戸線 伊川谷ジャンクション～

/¥ 116: 00~1'116: 00 箕谷ランプ
東行きのみ

泉神戸トンネル

A ltn: ClO~PU6: 00 

i打行きのみ

1:illlII所の統合(t

西宮市教育委員会は、 4月をめどに市立学校の

追き雉所を r航脱合Jする方針を固めた。

lf;l,liV)避蝶者はiii内 1:16ヶi所に約8,900人が5「I

視在おられ、そのうちiIiff．小、＇1'、高校の 40校が

illt難所になっているが、仮設住宅などの入居が進み、

少人数になった学校の避難者を公民館などに移って

もらう統合案を発表した。

川西市は、現(f:避鰈している 39所117!)2人が3

JI未までにt'.I宅、仮敗9.l：宅に移る見通しとなったた

め 、 市内 7,'• 所の避難所を 4 月 16 刊l で閉鎖する事
な:t火定。

1食事配給の打ち切り

神戸iii、芦屋市は遥難所に実際に寝泊まりしてい

る遥難者以外の敏災住民への食事提供を、一師を除

き打ち切ることにした。

神戸市＝3月26日から打ち切り

p,..,．nl by函 KO即 84AiKOHKAI

芦屋市＝4月 11:lから打ち切り

神戸市は避難所に寝泊まりをしないで、食事だけ

を）＆りに米る避難者は約 42,000人とlit定。また、

店屋市の避難所は現在 42ヶ所で、約 2,800人が生

活している。

I兵庫隈警官の手記

神戸市長m区に応援,u動した、兵庫艮相生箸の吉

Ill郎男贄部捕が逍9、ド安脱所となった私＼·011戸t•t9t1;

高体育館で体験したIll米4iを、郎隊活動記錢にA4

JIJ紙 2枚で添付した手記が枚つていましたので、転

戟いたします。

1月23f.l、私は2回目の山動をした。

任務は長ID薯管内の救助活動、遺体捜索。そして

村野工高体育館における遺9本管理と検視業務のh|l助
であった．

仮0)i1'1（-1-安磁所になった体育飢は沢IIIの追体と、

それに付きそう遺族であふれていた．

そんな中で、一人の少女に、私の目は釘づけに

なった。

その少女は、膝の前に置いた、焼け！艮げたり・

ペJIこじっと見人っていた。泣くでもなく、哀しむ

でもなく、身動きもせず、ただじっと見入っていた。

私は、その少女1.::9)かれるように近寄つていった。

「ナペ」の中に小さな遺骨がI鼠かれていた。

r どうしたのJ. 息わず）I！Iいかけた私0)•一菖がそ

の少ムを泣かせてしまった。どっとあふれた＂した恢

を拭おうともせず、懸命に私の11を兄つめ、とざれ

とぎれにかたり続けた．

「ナベJの中は、少女が恰い集めた旧の遺骨であ

るという．

その夜（注・ 1月 16日）も少女はmに抱かれる

ように、 1 9ヽ0)居lh)で眠っていた。

9iりが起こったかも解らないまま、気が付いたとき

はnJ:とともに慎れた家の下敷きになって、身動きも

できない状態になっていた．

それでも少女は少しずつ体をずらし、 P1時間もか

けて脱II1できた。
家の前に立って、何が9iIだか糾らないまま、どの

水もl.11Jれているのを見た。火事が近くに追っている

のを見た。

多くの人が、何か叫びながら走り1引っているのを

見た。

しばらくして、厄が家のなかにとり残されている

ことに気が付いた。

rおかあさんを助けてJ rJJI)けてお窮iいJ走り

回っている大人たちに片っ端からしがみ付き、声を

かぎり 1::.1111び絨けた。

維にもそ0)IUlびはIIりこえなかった． i‘『はJ,'jjかな

かった。

迫ってくる火項に、 母を助けられるのは自分しか

ないと哀しい決断を強いられた．

島を呼び続け、縣命に家具を押し退け、瓦礫を放

り投げ、 一歩一歩母に近付いていった．

やっとの息いで、母の手を捜し当てた。姿は見え

P•//#•I 
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なかった．
母の手を見付けたとたん、その手を握り締めた。

その時、少女0)手はlfu.沿れになっていることに奴

が付いた。

「おかあさんJ rおかあさんJ rぉかあさんJ手

を開り締め、 it［きながら叫び続けるだけであった。

火事はllll近に迫っていた．

火1110)行が1111こえ、然くなってきた．

II}は懸命にiliりかけたが、かぽそいiIIで少女には

unこえなかった。

「おかあさんJ 「おかさあんJと叫び続ける少女

に名Ilりを呼ぶ母の声がようやく IInこえた．

「ありがとう． もう逃げなさいJと母は1/1つてい

た手を放した。

熱かった。恐かった．歩中で逃げた．

すぐに、 mを抱え込んだまま我が家が燃えだし

た。

燃え盛る我が家をいつまでも立ち尽くし、見続け

た。

IIIもでなかった．恢 しでなかった．

翌 ~I 、 何をしたか、 どこに居たか、覚えていない。

翌々 fl、少女は一人で母を1戻し求めた．

そして見つけだした．

少女は、いま一人で見つけだした母を「•)・ペJ に
入れ、守り統けている。

訴る続ける少女の目から、いつのまにか荻が消え

ていた．

ただll0くだけの私は、声もでず、涙だけがあふれ

続けた。

田と二人。この少女がどんな生活をしていたか手J̀
は知らない．

ー・人になったこの少女に、どんな'.I:新が待ってい

るか、私には州らない。 「この少女に沖の）Ill護があ

りますようにJ。生まれて初めて ri,1,1に祈った。

この少女に、慰めの言菜も、激動の言菓も何も言

えなかった。

何／文もfn11Jrもうなずくだけで、少女に前を逃げた。

少女1:t．岐後まで、私のnを見続け、 Jliり．そし

て！Iiり終えた。

その目は｀もっと多くのことを．私に訴りかけ、

今も9/iり絞けている。

目は生きていた。

哀しいと息った。災しいと思った．

強いと恩った。

少女の名前を190くのさえ忘れていた。

転戟：読売新11113/17

その後、真っ黒に魚げ、ひしやげた小さな鍋をnr,
にしてひざを抱えいた、 小学校忌四年／•I: くらいの
少女のi11息はわからなくなった。

I自宅に住む紋災者の生活実態アンケート

兵fill県長ii.HJ：会研究機構が神戸、西宮、宝塚の各

,Iiと淡路肋北部の被災地に1じむ 7,300Bi術にアン

ケートを却胤 l叩l和のあった 2,011件についてのIII
1111報告をまとめた．

Pr●●●nl 切左Nl<Ol<UBヽA/KOH~/

約 1割の人が入院、死亡などの人的被害を受け、

家犀の1月燐は6割、家財の被客は8割が受けている．

"l!l煤を息い1Uさせるものを見たりlJIlいたりすると

つらくなるJ70.1％など、精神而への影響も大きい．

tl：事の状況も深刻で、 ru：事や勤務地が街化し

た」 17.5%．具体的には「同じ職坦で勤務JU疫更J
:11.9%、 rfl宅符機J6. 8%、 r鮨1罰され、失業し

たJ5.1%。［I'l.I業 t)「I’i会削仰l’Jl7. 3%． r II) 

どなしJ7.5%. 
的確な 「情柑が得られなかったJ という不滴も ~I

立ち、身近な生活情恨は日コミで、ライフラインや

交通情報はマスメディアで褐ており、行政の広報、

窓Iれの利lnは少ない。

代わりに近隣の助け合いが大きな｝）を発r,11した。

骰災以llりは「1Jiかり物など、ちょっとした頼みごと

をしたり、されたりするJ37. 0%、 rwった11,fl::.411
談にのったり、 II!・話をしあったりするJII. 9%, 11 
治会活動にも約 4割が「あまりかかわっていな

し‘• J 
しかし、被災後 r水くみ」に関しては 20.2％が

近隣の支囚を受け、 27.5％が自分も支援した．l＇（い
Ill しは親類や友人に、家のかたづけは親類9司 •J:．炊

きIllしはポランティアの支援を柑た．

これからの暮らしの展望は「9J：店を修紐してこの

まま9J：み統けたいJと8割1l）人が息つている．

今後のまちづくりについては叩j災機能を伽えた

安全なまちづくり J69. 8%、 「 9•いまいと保険． l辰

療•福祉機熊が一体となったまちづくり J 12. 6%、
rごみ処理や下水道などの幣ったまちづくり J

33. 2％と生活密着型の施策を望む1tが高い。

i員数＠咎 支援を受けた(X) 支！員をした(l)

近!ti ,'隕 反人 、• ;ソ 近鱗 ,u員灰人 、”

テ19 ;’’ 
）.J< ＜ み 20.2 14.8 10.0 7.8 2 1. 6 9. 5 5. 4 1. 9 
炊き出し 1.2 10.6 6. ◄ 11.2 10,0 7.5 5,6 5.1 
買い出し 7.4 23.5 14.4 2.6 12, 9 10. 3 5. 9 1. I 
餃助活 動 2.1 1. 1 1. 0 0. 9 6. 6 U 1.3 I. I 
家のかたづけ 3. 2 10. 5 3. 3 0. 8 8. 3 I U 3. 9 0. 4 
高ヽt者芍の介復 0. 4 2. 1 0, 2 0. 5 3.l U 0.6 1.1 
外出の手助け 1. 5 1, 4 1.4 0. 2 3. 5 3. S 1.ヽ 0.2 
子ともの也話 1. l 3. 9 3. 9 0. ◄ U U 2.8 0.2 

E互 P I互ヱ】
1神戸まつりが中止

楽しみにしていた、ミナト神戸のイペン 1、f神戸

まつり l(/）叩l：が決まった。神戸iii!.•蹂祭協会火行委

ti会が阪19|I大）fU災で会JD砒（呆が1札難なことやiii民感
iりに記應し、避町1話のilil.i.:が多い、 l11当するiIi戦
員に余裕がない笥として全員••致で11·1 JI．．を決めた。

HI戸まつりは、今年が 25!iii,~ で、例年、 6)1 0) 

第3逍0)逍末に 3l•191111J11かれ｀ iii役i9iIIIJO) フラツー
Iがードllりでサンバなどの1（（龍なパレードを1位り11⑭'

る、 ili/＆大のイペントです。

p”• 6 
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デー＝二芸主二二三き豆こ二”
• 発行日： 1995年 5月 1 日

発行人：な-1984受好令

〒磁宣壇市にJ11月覺が丘16-11 .... 
The ZENKOKU 84 AJKOHKAl Is Courtesy Amateur Radio Club T●1/r.9 0198-54-09 0 8,u, 

［＼ 

こ ＝二↓l,

うや 7ァイト ］

1995年1月17日午前5時46分。兵庫南部地方を突然襲った大震災から104日が過

き、復興の足音も近くに聞こえて来るようになってきましたが、依然として道路事
渭は改吾されてなく、主幹線道路である2号線． 43号線の全面開通は来年の習以降
とのことです。しかし、骰後まで救援活動に携わっていた自衛隊も100日目を迎え、

撤収をいたしました。
私達の「災害救援隊」も、当初の目的を達成したと判断し、 一区切りを付けるた

めに4月20Bを持つて解散する事と致しました。長期にわたる期問、同も文句も言

わすに活動された方尺には頭が下がる思いで一杯です。本当に長い間有り難うござ

いました。また、被災された方mの一8も早い復興をお祈りし、 「災害救援隊」の

解散報告をさして頂きます。ご支援、ご協力のほど、誠に有り難うございました。

C西函MA…】
I災害救援隊の解散報告

困災知f：時は、糾人レペルのつながりで災術通信

(/．）碓保筍を行ってきま したが、被礼(0)大きさ、

ニューズの変化を比謙するにつけ、鉗人レペルのつ

ながりの支援活動では限界を感じて、クラプ紙に有

志を求める文を掲載し、 「災掛救援隊Jを再絹成し

1i'.[して災紺救援活動に取り糾んだ。

II. 7. I. 17随 II：：兵川［県南部地方を突然に襲って

きた謀9虻6~70)人:JIil）共により、 191地の交辿網、通

lit網、ライフライン＾りは・—•関の うちに脳誡的な打撃
を受けた。また、 91：屯町！fl這災池の 35~~70%が
令暉、 罰1/tl/UU）ダメ"-ジを受け、 5502人の柑

しヽ 命が1,fわれよした。 J『iもがこの様なJ1!ltiが来ると

は、 rm; IIli位のI'I然災',りでしたが、しかし、彼，I/
なり恥させた •囚ぱ災·,1函l:．II.}0)l'f公）i'の対応の
遅れが示すように、空り1l絶後の披災地規模のために

正確な情報収集が困川だった事だと考えられる。し

かるに、災'，fn!1においては、叩線通fBの利／nは不可

P心•nI by ZE郎OKU8叫叫面

平成七年五月

能． 11'/lil!O)収集1:ti印無となるのは常溢でイiると1り認
紐すべきであり、その様なり／州（ふ達の不可能な空ir
時の説乱期にこそ祈躍III来る(/)は、非常通信が可能

なアマチュア熊線通18で有るぺきである。我々の他

にもクラプ111位での救援活動は有ったと1UIき及んで

いるが、しかし、アマチュア無線の象II絨だった非常

通iniillJflが立ち遅れたのも紛れもない事実で有り、

また、反省を促す点でも有る。

私たちの災賓支援活動においても、有線通信網が

渾され、災笞無綿辿9Sが交ほの不安定のため、各

被災地の災状が外部に正確に伝わらなくなり、依災

者が引んでいる支援活動が息うように／II来なかった

熊線郷国）Jl．卜の反省点がイ1・る。例えば、 it船 Ii内
からはとても．IA3Ylll./3 がi.!J!}JI している ~I炉i「J如饉
区にはおろか、近隣iiiの雌ili内にでも 10ヤ機で

1:t交99991来ない地域でti:り。携梢無線機ではレビー

ターを介してリ）父I/（がィ項／欠で4iるが、 Ill'心のレ

ピークーがti滋 1人低で、 1//fflO)｛公述）jiLi:t移伽ふ

1itlrt)』所で0)巡11111,）のII湘に頼る状i組で(1・って、 と

てもスムーズに11/Wの伝迷が行えたとは息えない1111
題点が多々有ったが、今fillの康災を教訓として、

1:災苔峙における機敏な糾籟だった情似通信桐0)

Poo• 1 
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紬立と述II)。
2 ;レビーターの設Ittを含めた通侑VY{j効括Jl)）iik.

以上の様な非常通信の述/fl上の甜1111題について、

繹に対応策を息考し、実行すぺきであると考えら

れる。 以上

末記になりましたが、被災されました方々の一l'I
も早い復典をお祈りし、また、参）JII支扱してくださ

りました）II(、1lt11f無線機を貸しIHしてくださいま

した（社） fl木アマチュア辿間に心よりおiLIIIし上

げます。

1無線局設置

①平成7年 1月 21日：ポランティア1逍体（応援す

る市民の会）の現地事務所内にぶ地局を設腐する。

巡／II期1111：平成 7年 1)＇121 [1 ~Ii;1年 2月 IYIIまで．

巡Jrl状況：連絡Ill、道路II｛州の収集．

故i氾JJ.}1Ji: Ji,hl（リ，＼酋ぶili 公問教会内

19し人機材： 144MIIz/430UIIz ;E•ー ビル機・・：！11 ・('1 
130Mllz Iヽ ンディ機・・・．．． tl・（台

アンテナ、岡軸 (30れ）安定化祖源・各 i仰

惰 1応援する市民の会とは大阪府社会福祉協鑓会、大阪

ポランティア協会、大阪YMC、11!)西NGO協議会．耗

済1:11休連合会．ささえあい医虎人権センクーCOMI、、
たんぼぽ0)叡、地械訊花計耐研究所、 1訂良まちづくりセ

ンター、日木冑年会議所、 B木青年奉仕協会、兵庫ポラ

ンティア協会筍が呼びかけてIll来た団（木J

②平成7年 1月25日： .i'lillll販光店内に必地局を股

隈する。

巡lll)リ11111:平成7年 Ifl 25 II ~liil年 4JI I IIまで．

巡Ill状況：各近難島に紀る撫科新Ilり紙j(1jO)枚数砒秘

連絡、及び、追格!/It'll(/）収集．
叔l紅場所：説光販光1,Ii内兵III19,{：it塚iii小林5l11 
搬人機材： I41Mllz/ 430Mllzモービル機 ・・ r.1・1台

430MIIzハンディ機..・ ・・計 1台
アンテナ、岡袖 (lfiに）安定化屯源 ・・各 1例

③平成7年 9月 29日： （社） l'I木アマチュア熙線連

盟より携1iF熊線機を拝(Ifする。

巡J11期間：平成7年 1月29f.1~1,11年 4月 1l1まで．

巡Ill状況：各基地局1日との述絡Ill、道路情報の伝達

等の/I消濁fnに使ln.
場 所：災害救援隊事務所

IRl入機材： 8 J 3 A Ix.;、8J 3/I E I•1. 8 J :J A E I. 
8J3/¥EJ、8J 3 /IE I<、8J3AEL、

8 J 3/¥EN、8J3/¥EM.8J3/¥EO、
8 J 3 A E I9.．．．．．．． ．計 10台

④平成7年 1月30日： （．：)11小学校（避難島）に携

IW熊線機を配備する。

i!J!JIIJり1li11：平成7年 1月 201:1~11:1年 3月 311:1まで．

運｝fl状況：連絡lllに使IIl.
場 i}t: （:.:)II小学校兵廊臥宝塚ifiに川宮恨IIJ.
搬入機材： 8J 3 A Ee;、8J 3AEII・・計2台

＊追加配備：非常通(RIll無線機

平成7年 9月30日：新IJり販売Ili内に携術撫線機を

p””nl by庄 NKOnl8ヽAIKOHKJII

!¥!!illする．

iill}IIJOllりI:平成 7年 Ifl :JO 11 ~I叩I,• 211 lfi II注で。

搬人機材： IJJ 311 EI、8J 3 A E J • • ill・ 2台

平成7年 2月15日：新1111阪売9占内に携措照線機を

配伽する．

述JI!！卿l:99涌成 7年 2月15n ~1i1年4月 11.1まで。

搬入機材：モービル機 (8J :J /¥MQ) • ~I Iか
8 J :1 A JI)、8J :! A」E.1:1 J :l fl JI.-、

• .• • ~,-:I台

アンテナ、 1司軸(30に）、安定化屯源・・ ・各 1俯

＊移 設：非常通信Ill無線機（新1JIl]阪却t}ll)

平成7年 2月158:災害救援隊事務局に携Ill熊線

機を移設するつ

8」:1A E I. IJ J :J /I E J ・ • ill・ 2台

＊返 還 ：非常通伯｝II照線機

平成7年 2月 II日： 11本アマチュア熊線述構Iに
携11じ熊線機を返退する。

8 J :J A E I.. 8 J :! /I E N. H J :J A I.:M. 
8 J 3 A I: 0、 8J :I A l-： I) ..,il• 5か

＇亨①安否紹介

2月 16り付けで-r-記のはがきを、激須災'if地(I:

9tれ宛に発送した。

何力1布手伝い出稟ることが高,,
壱せんか．

未賣有9)大披害を tたらした［阪神大震

災Jがとさて早、一ヵ nを過ぎようと L・（

おりよすが、未だ、 91 7うィンが尤債さ

れていない所 t多々有り、 1i/心としにご1り

心の事と1i1察致し 1す．

アマチュア焦雌を愛する仲間として．付

かお手伝いが出来1したらと忠いご連絡さ

してヽ たヽださ J.Lた．、何かと i；取り込み・ト

ご不使があろうかと行し． J.すが．付かこざ

ぃiした睛Ii、いつでしご達凡下されII.
すぐにお手伝いに上がり 1す9)で、なんな

りとf9せ下さい1せ。誠に微力で1iこざい

1すがお役に立てれば、拿いと行し． iす．

全国84受好令 .."＂RO  
〒666 兵庫県宝ぼ市に111月見ヮ丘 t6-11

lu 0198-59•0 9 0 8 
長澤通一

購f.1会0．滑 Jll！れ名節控え

から抜粋した人数・ • • ・ ・ ・ HO人

その他、知り合いの被災

地(£,1：者アマチュア局・・・・ 17人

発送枚数 合計！）1枚

② ポ ラ ン テ ィ ア 人 員 の 派 遣

p.”2 
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家歴の）ヤづけ手伝い、う1つ追しの手伝いに等に 8

liil、延ぺ人数 Ill人がお）JII協力致しました。

1鑽桜釜寄付を送って項いた方々

＇吹支親告

①収 人 190, ooo l'l 

屯）支 Ill 110,000 l'I （見翔金の配布）

10, ooo l'I 01［の黙料代）

i ! l 40. ()(1(） PJ 残 企

2 : 11又支191れll

0:渾人 19 人、団9ト•5 クラプより、

I !JO, 000 l'IO)雑旧命術l・tをいただきました．

② 14人の人達にお見揖金を配りました．

l •I 人 x 10, ooo l'I= 110,000 1'1 

,JI旭、移動JIIに黙料代をK払いました．

fi, 0110 l'I x 2 l•;I= IIJ, ooo 111 

¢!)ll1.(I:、10,000l'IO)残金が1iります0)で、お舷れ

さん会(/)Kflf代に充lJiさしていただきますU

P1• 1MI by ZliNl<OKl/84..¥IKOHl<,I/ 

1ボランティア募集

移送サービスポランジ：イアにお）＂致しま•U'んか．
活動内容 r~省者やi料齢・者(/);)j々をK•I 集に、移送

サーピスを行う J

①迎転ポランテ．（ア．

②木部ポランティア．

③節束介lリJボランティア．

辿餡は、邸園itlfllU叫箕
＂多送サ ーピス支援ポランティアJ対策＊IilI

'li1. 0 :1 0 -:1 I -8'1 fi 7 9 
0 7 9 8 -2 (i -9 1 6 0~2 iし

I災害救援活動と弊害

私のIIiんでいる、宝塚iliはi1j側に酋釦liをg！むhi•9

紺．に fi り、棋災後、家贋の『K却＂材を巡ぶ人•'I~ Iヽ
ぅックが（卜つきりとな<iufiする併線jn路が1111近に

(iります"
:1,c リ •I’一 ↑11りで 1:l 、 I I 引から、コールリ•インが

知ヽO)か？、 19111:IItでは特に呼lll符りを苗わなしヽ ｝，，j

を1[iしききするIIr．がありましたが、棋災後は特にそU)

町19がひどくなってきました．

先IIも、：I屈で交111していた人！11ダンプカーらし

き局に、 fコールサインを信って使グ（ドさし‘1 と

忠店したら、饒く "f.l::9災l!f救援で爪都からIllてき

ているが、免許などはない。救援話動をしているの

に又＇イりがあるか。 1と｀災布救援活動を盾に何をし
ても良いみたい0)応答でした。全く、お話になりま

せん。確かに、災刊iiill1が一番 I長先されるIIじIPiでは

(iるが、それに1'）の雌IInと熊叫1迎川が・-N絡され

るとは袂してぷえられまUん。アマチ；,.ア懇諒I;m

格が洟る。当たり1¥IJU)ことが、当たり1IIIでなくなっ

ている抜災地の現状に,nりを感じているのは私だけ

では熊いはずです。辿やかな、川監1l.）熊免91迎 lllk1)
<llll~ り締まりをJUlf/i したい {•U)です。

llli J.I :1 l/ X N 

・震災間係ニュース・

1紋害状況（近巖管区警察局鰐ぺ）

lヽ)130_l,1り後 II時45分現在

死者 不明

兵廊 5480 2 

大阪 20 

京都

, I・ 5502 2 

1新交通親射 (4月29日から）

日躍、祝日は規制が全面解隙されてマイカーを含

め全II(f村が絆椋j釦i/1を走れます。

P•p• ,1 
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下り 中島～魚崎浜

••一ヽ― --・・・---1 
尼1行～西宮

{II
暉

(J) 6甜＝自宅の改築、修理0)計iilliが無く、俯宅0),f・

定が立たない。

② 2~＝修91卯、 L~ 宅以外に行＜ i所がある。

「約7割の人が帰宅のメドがない」との回答得た。

また、統）i6合についても、学校などの教ff施殷に逝

難している人の約半数が「移餅）できないJと答えて

し‘る。

♦ 神戸市は 7JI＊をメドに：181ク19j0)避難IjiU)．

部を除いて閉鎖するJj9lを1リ1らかにした。

神戸;fi内には 10,133人の人達が避薙j針におられ

れが、浪災tinを機に、避難i所になっている学校な

どへの影響を考虚、連休明けから①民llfl施設② 20 
人以“flJ)施設③学校などの教育施設①地I成の公Jt枷
設の舶に）~ I I••。 Ji/(終的にはrli内 9 区に 1 ~ 2 9’19j'ず
つにする．

I阪禅届1の避酵所と人数

吋 IHI 対＆..................、...、、1・りii6時～ 復挑筍餘外指定棟紅を
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合計 2 41ヽヶi所 8, 1 3 6人 17 l・I現在

1披災所帯数 (24日）

兵lli県災i!f対策＊部は 241:I、y，し内(/)令1域、焼

失氷屋(/)棟数と破災所II}数をまとめ、以I••リ）よ うに

i「・,じした。
①全半壊（焼）家脚・よ IIIii II町O)200, IH2 I東．
＠皮災i9HIfは115,669ifrlW. 
内容は、全平駁家屈＝l!J2,70(H東で106,:1:11mm. 
令‘I‘焼＝7,•15(i 棟で 9.：122 99tiff. 

1全避類所の閉鎖ヘ

♦ 宝塚市はil•i内にイf る 27,ri所の避雉i9iを 5JI 21 
1:1で!YI飢する事を決めた。しかし、まだ、 36BilIt 
が(l: ’CIldれが,~1雉であるが、仮股｛．I：宅0)人{•I;III し込

みをしていない為、阪股9.I定の人店が完'(する米JI
i/)8 9 •」か ら、 飴lijlli而談で仮設住宅へ入店することの
J/1！解を求めていく との考えを示した。

低町］主0)3次＄H集の 1:l60戸に対して、辞退者

を兒込み 119:l人の応募行全員を当選としたが、既

に始まっている入屈・手続きでは、 480戸のうち、す

でに 200件の辞退者が出ている。

♦ 芦屋市では肖i次、避難所の紙虎合を進め｀ 1＆終
的にはilil足・ピンターーとili民体育館の 2,'所 に移って

もらう n l•訓であるが、しかし、仮紋住宅に入れない

IliLもや隣依0)神戸il'i束潰rx．民ら 1~600人が避難所

に残ると ・r9:¥!.Iされる． ． 

● 西宮市が行った、避難{l浪 5,IR5人からの1JIIき
II~ り，閲牡では、

I緊急対策案

政府は、大規模J息惧などの火災'Mが発生したJ.U合
(/）体制について緊急対応策をまとめた。）｛．休的には

(i沿房柑IW（削務）が主幹して繁点I’r、防衛Ji:、I軋
I:庁などの関係省庁のJ、りJをクラスによる緊急会，横を

兌生から 30分以内にN・./111:,'邸でIJHき、 t,V鉗集約を

行う。

②発生から2時lIIl後をメドに1111議をl)flき、 rJI:1杞災
1'!-I対策＊釦などの股骰を決める．

@:l時11ll後に政府糾査団を現地に派逍し、曳Jllli<•I鍛

木部を発足させる。という物であり、 27MにIJllか
れる「1坊災問題悲談会Jの了承を求め、答'r11を得て

i£式に決定する運びです。このシステムは、康京で

は恨瓜5以．l:、その他の都iiiでは6以I:(I）地艇に適

IIlする。

1都市復屍基本If匿案

兵9ill県は、肌内に 19u)新しい御li核を浪け． lI:
屯建；没やJr，i沼版典の受けllllする「阪,,,,・淡路祁,1;復
典ぶぶlI• 9hiJ を 191 らかに した．

p,P9oni by ZENKOKi)84AIKOHKAI Pa炉 •I



m紐 1月 18ll!J璽 19通19109B 

倒級した被災者の借家権を認め、立ち退き者に対し

ては、金銭の補償をする方針を明らかにした。従来

の法律では家屋がなくなれば、借家権は消滅するが、

罹災都市（貨地借家臨時処l!I!注の「優先賃貸権」を偕

家権と解釈した特例措崖．｛貨家人を保護することで、

再開発半業の促進を図るのが狐い。

1テント村事情

神戸市では、 7月末までに“テント村などの避難

生活＂を解消させたい意向であるが、現在、神戸市

内で不自由なテン 1、村生活を続けている被災者は

:1, 000人にのぽり、市の目標達成は困難な見通しを

示している。

読売新1111社が実厖した1J11き取り訓査によれば、公

園や校庭など屋外にテントを張ったり仮設小屋を建

てたりして避燿生活をしている人は腱区約730人、

長ml区660人、東灘区から須磨Iこまでの6区で計約

3,000人いることがわかった．

*100人以上が匿外避＂生活されている場所

i付切栄公園＝約2~0人
本町公園 ＝約150人

岩屋公園 ＝約110人

小野柄公園＝約110人

炒野台高校＝約100人

l"l~I 公園 ＝約100人

袢m公園 ＝約100人

＊テント村の現状 (111ヵ所）
東灘,,,兵長須

瀧 央庫 f1l磨計

区区区区区区

初期に股脱 各自で設 3 4 2 8 5 • 22 

したテント 骰

をそのまま

利Jllしてい 自衛舷が 6 I :1 3 13 

る 設沼

テント内に板を張るな

ど、補強、改良を加え 12 23 5 6 6 3 55 

て生活している

コンテナ I 4 I I 7 

ハウス

テントをIlヽ 木造のIlヽ
屋などに替 屋・ログ 2 2 3 2 ， 
えた（現在 ハウス

迭り裕えて

しヽる） さまざま

な形舷が I I’ I 2 5 

浪（1：

＊テン旦如分類 (111ヵ所）
生活している人数による分類（人）

9 I 1~140 I 160 

P(919n1 by l“OI(UUAIK暉 AlJH血 0

以出以 l 
39 59 79 99 119 139 159 .J; 
23 ， 5 I 5 

゜設崖している屠所による分類

公 校 空 駐 路 建物徹

き 車 去後の

幽 庭 地 必 上 更地

75 14 ， 7 4 2 

＊屋外で避鎧生活を続ける人の心身の伏態

（全2◄6人、複数回答）
健lぷを紬持している 80(30%) 

妓労が磁しい 100(:18i) 

体重が汲った 80(30%) 

よく駐れない 72(27%) 

羨' 下痢や便秘を繰り返す 52(2償）

調 屑凝りが激しい 46(17") 

が 集中力が低下している 33(13%) 

11, 頭術がひどい :1:1(1:1%) 

じ よく嵐邪をひく 18(7%) 

た 強いストレスを感じる 18(71') 

よくめまいがする 17(6~9 
胃船の動きが低下、内 14 (05") 

蘇疾息の兒症・悪化

綬痛がひどい 12(5%) 

涵血圧 I I (4%) 

体重が1賃えた 10(4") 

1釣りに行ってきました。

6月に入って、神戸湾では5月の様な爆釣りがfj
りませんが、Hl瓜士わらず黒糾が好調です。

今年は、 5月の中旬に第1回目の乗込みがあり、

多くの釣り人が 2桁の釣果をマークしましたので、

次の采込みが何時になるのか、期待をして待ってい

ます．

なお、現在釣れている魚は、抱卵はしておりますが、

まだ、まだ、成卵されておらず、産卵はもう少し先

になると思えます。

~6/24 中澤． f雌削19:43・潮位126;ン

（釣り場）
5防（時l!ll=t5:00~l7:00)

赤灯（時間＝11:00~21:oo) 

（釣果）

熱鯛 (46・ 42 • 31；") 3匹、

〔釣り方）淋とし込み

道糸＝3号蛍光色、ハリス＝I.5丹
は り＝がまかつの誤流8号

竿3.3に (51坊） 2.7{;（赤灯）

Pest3 
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（ 餌 ）クモガニ、イガイ
相変わらず、餌取り（ガシラ、アプラメの新子）

が多いので、絞めの餌で(!Jj取り対策は必要．

［渡船）

)Jl1島渡船＝神戸市中央区真砂通2-1-7

To.078-221-5653 

[1J) 5防

u
 

東
風U[ 

渡
船

乗
降
船
場

9

,

 

震災で全体的に沈下してい
ますので、渡る場合は、長
靴・カッパで足元が濡れな
い様にして下さい。

渡れるのは、 17:00から21:

00までです。

~赤
灯

乗
降
船
場

凰

《潮時表神戸》

7月 潟 i9ll 干 i99 

日曜 汐 午前潮罵 午後潮高 午前潮高 午後潮高

1 :t 中 8. 2 1 1 4 6 2 1. 4 0 1 62 2. ◄O 98 16. 02 33 
2 8 中 8. 59 139 22. 18 149 3. 22 99 15. 36 

“ 3月 中 9. 40 1 3 1 n. 51 1 46 l.0 1 t oo 16. 12 66 
ヽ火9J I 10. 29 123 23. 31 1U 4. 5 8 99 16. 61 69 
6))( /JI 11. 37 1 1 1 • 6. 02 96 17. 38 83 

6 * tjl 0. 2 0 1 l 3 13. 30 115 I. 35 86 18. 36 96 
1金 長 I. 01 U2 1 6. 5 3 926 8. 56 l31U9 109 
8.:t 巴 1. 01 1 43 16.U 138 9. 50 68 21. 3◄ 116 
9 B 中 3. 12 Iヽ617. ◄2 1 ◄9 10. 38 ◄2 22. ◄ I 117 

IO 月 中 uo 1 51 1 8, 14 158 II. 2l 18 2 3. 3 3 1 1 ◄ 
II 火大 5. 0? 1 68 It. 03 16◄ -12. 09 16 
1 ? 水 大 6. 61 1 65 19, 39 168 •. 19 108 12. 62 8 
13 ＊ 大 6. 3 8 1 10 20. I& 168 1. 01 100 13. 33 1 
u 金 大 1. 2 3 1 1 1 2U2 166 1. 4 6 93 1ヽ．94 12 
16 工 中 9. 0 9 1 69 21. 32 161 2. 30 87 1 4. 66 25 

16 8 中 8.56 155 22. 12 155 3. 19 邸 15.35 42 

11月 中 9.H 1 4 1 t t. 63 1 4 8 4, 1 4 16 16. 13 u 
19火

゜
10. 37 9 26 ? 3. 3 4 1 4 1 5. 28 8616.18 85 

19,.1< 1J1 1 1. 4 2 1 1 4 11.26 112 -7. 39 84 

20 木 JヽI D. 01 136 20. 0ヽ 1 14 8. 4 6 80 2 1. ？O 1 13 

11 金 /JI 0. 2 1 131 zo. 38 1 34 9. 38 76 

21 :t 畏 • 21. 21 139 10. 18 72 

ね B 著 -21. 19 138 10.46 66 

2l 月

゜
2.00 1 34 12. 63 13 -19. U 131 

25 火中 ．ヽ33 1 42 1&, 32 1U 11.H 50 23. 39 111 

26 水 大 5. 24 150 IS. 65 1 52 -11. 19 4 1 

＂ 
木 大 6. 09 161 19. 26 159 0. 21 111 12. 55 35 

29 金 大 6. 52 182 19. 68 163 I. 02 101 13. 30 32 

19 工 大 1. 3 2 163 20. 31 16! ＇．ヽ1 95 1 4. 0 4 35 

” B 中 8, 11 161 21. 04 163 z. 19 91 14. 37 42 

31 月 中 9. 5 1 1 55 1 1. 3 1 1 6( 2.U 89 15. 10 63 

de JJ8UXN 

IJARL大阪支部大会

先日 (6/11) 、大阪支部大会が吹Ill汽源リサイク

ルセンター「くるくるプラズ」内で開催されました。

今回は阪神大震災後と言うことで「震災救援とアマ

チュア無線）の構演が行われました。

震災後と言うことで、会場は漬席で立ち見が出る

程の反響ぶりでした。

講演の内容に関しては、宮安氏 (JK3LFO)の謂杭

によるところのJA3YRI．局の設屈に関しての間題点＝
饂人の白宅に敗蹴するのは、プライバシーのlll題等

で長期は熊理である．

我係子氏 (Jll3CXF・兵廂県支祁）の捐訥＝当初の動

きの1111さに1l11しての指摘．

等の発言がなされましたが、公式な会合で．連叫の

役員個人を名指しで非離するのは、行き過ぎとの感

を感じ得ず、9青浪の木質を110違えて、後味の悪さを

残す結果だけが残った。

どの様な事が布ったにしろ、ほ派を似人の批判U)

場所に使うと言う行動は、非難されてしかるべきだ

と考えられ、連叫アマチュア照線に取ってマイナ

ス要因を残す結果だと、息われる．今回の講浪におい

ての請演者の人材選びの設定ミスが露見した粘果で

も打り、また、災占通信の全体図を把掘しておられ

る方が居られないとの耶実を示した一例でもある。

なお、講演者の人選は、大阪支郎からの依頼で兵庫

凩支郎が独自選l.Uしたものです。

絹後記・

13、-Hと暑さが鍬しくなって来ましたが、暑さに

弱い？私としてはクーラー剤にかからないように、

今から良い方法が無いか思案しております。いい方

怯があれば、教えて下さい。ベコ。 M N

｀且讐届硲琵
Pr●●In1 by lE椒a\OSl~IKttillAI JH3YRO p.994 



橋咤正ー記縁・漬報四係

特別局「JA3RLi活勁袈告含

＊活則報告と反省及び提案

>JA3HLのオペレーター予定表

1

3

 



瞑袖・淡路大寅災9二於 げ る 災 声 救 援 活 叫 叩 告 器

報告者 ~橋尾正一 JfJ3JUM 〒558 丸収市住吉区昼/13-20-2

運用局 1 JA3RL 

運用場所 大阪市天王寺区大道:J-8-31 JARl関西地方本部

運用期間 ：平成7年1月29日一平成7年 3月3l日

運用周披数： 4 3 6 ・ B 8MI[ Z 4 3 6 ・ 7 2MH 2 4 3 6 ~ 5 0MH 2 

運用者 ：アマチュア謡9家によるポランティア

参加局数 ：16名

活勁の推移

1/28 非常通信の遁用、非常通信の支援等にポランティア募躾を菊澗でJARL関西地方本部が呼びかけ、

約30名が築まった。

島問曲地方本部長から非常通儒の運用は「郵政省より 43 6~ 8 8MII Z, 4 3 6曹 7 2MHa、4

36. 50MHZが認められ1/29より JA3RL局を災害復旧支援センター局として開局する」

と角1，され、たも屯動の具体策がない。運用は2目末迄迎H午舶10時一午後7時迄、オベレーター出

動計雨表を参加者で作成n

昂初の支援江鳩lJI1西宮市の公両教会（応援する市民の会：災当救援民大のポランティア集団iに連絡

したが、アンテナ、無虫災は以前設臨してもらったが、今は瓶搭宙話があるので必要性がないとの9占

しでここの支援活●」は牛止した。

l/29 JN3 JLP （小坂氏）のアレンジで神戸市艮円区役所でAMOAIアジア医師連格協99会）の支援

局（ JARL岡山県支部・四9氏グループ）の引継を、JA3QVQ(J9石氏グループ）が行ない基紐

局8J 8AMSとした。

2/ 4 JN3.JLP（小坂氏）のアレンJで神戸市東沿9区保健所に基地同8J3AMI」をJA3QVQ（増

石氏グループ）が開設した。

2/11 J刈3JlP （小坂氏）のアレンジにより オペレ 夕 a人が各基池局の通常状況と要望等の打ち

合わせ及び被災避難所5ヶ所の状況il1過を行う u (JA3YRL ：東浬区の宮安氏宅、 8J3AMJ

9瞑の神戸学屯肯年センター内、 8J3AMI』：京潤区の東淵区保Ml'J、8J3AMO ・芦屋市役

所北館内）

3/3 l JA3RL非常通伺等の業務終了。

活動1相容~

郵政省より認められた43 0MHzo93波周波9籾）礁低妨害局09梯餘

レビーター局 (JR 3WA : 4 3 9 ・ 3 4 MH z、1, 28L 06Mfl3、JR3Vu : 4 3 9. 

08MHZ、JR3VA,439. 54MllZ、JR砂 k: 4 3 9・ 7 8MHz）の周波数確保及

び妨宮局のH隣。

サプセンター局 (JA3YRL）と基地局の調整

各甚j枇局えポランティア無韓家の派遣

各基地品の部樗の員遵

反省と提案

被災地並びに大阪、奈良、京都の各熊線局が個人的又グループで、被災後直ちに安否惜報援助活動、災者復It1

1了各地でポランティア活動を行っていた車実を知るに及び、被災地の地方本部が瞑災後10日間も関西地方本部

が行動を起こさなかった点に於いて、指消、決断、判断力の有無が大きく間隈にされるぺきである a

今後この様な車態再発防I卜に地方本部長の代行、捕佐をする組織と同時にそれらを補佐する宙務局体制を作る必



要がある。。

災害隣接地の丸衷府支部の支援が不十分であった。

今後は災害茫隣接支酎が居先端で災害り9支援する組織作りをする必要がわる。

統ーした指示、命令がなく各某地鰤嘩乱を起した。

今後は早9E9こ非常i酋信特別禁貝会を作り指示｀命令を一本化にする

指定の43GMHZの3波の悲塑岡信卿俎琺嘩信を受け各基地尚とも大変苦労した。

今後は非常通信問破数の咽定は各基地局にまかせ運用をスムースにし、各基地局とセンター届局との逍格は非梢通

信連砲堅墜翌よ波のみを設定し、翌雹通信屈披眩（各蔀t（躙と在Fのハノディー恨で使用1とを区別して選用す

る。

惜報不足のため有効な活動が制限され、又は出来ない串があ凶又

今恒iはJAk「会目以外の協力が大きく、今後は会貝外の協力の対策を名える必要があり（会貝のメリットとし

て会員証廃汀で機材99人の削'li等の特典などで会貝増加を図る）そして平常時から他団体との友好関係を作り •19

報の交換を行う第が大切である。

災害救援の基地局を立ら上げ、基地局、ハンディー1幾使用局遥用方法 非恥通侶連格問慨陪図邪のノウハウの情

築が展も必要。
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9睾釘二 津青澤 言己金羨・作与幸没臣司イ弄足

阪神・淡賂大裳災緊急逆19と今後のJARLえの要望 j~ - 2 



剛 Ih淡祁人媒災に於↓Iる，緊急通信態様と

今後における， JAR L事務局の対策について

平成 7年7月15日

神戸市須麿区車字尾鼻402-13 
JR3XTY『澤井~ 消澄

lel-078-7'1-32'7 

記 大阪ー間1ー会クラプ員

表題につきまして，関西IA R I一，申務局を始め・大阪支部長，並びに

関係クラプの， h々I；ーはご柑労を おj919)致しました，心より1月9(I釦 l」中

し＿LI-「出す，仙 一揺II叫19に留意され，益々の御発展を励うも0jで，あり

ます，さて今疇災害に於ける砧問題につきまして今後の，緒策に成り J~
すれば、幸,,,こ懇います，

1，活躍できたクフ―グは日頃より，友だちずきあいがよく． f6月の会費

も徴収せず， リーダーの努力と人柄が大き（左右しました・

2, 介l911の災害に対する取社9ガ1こついて

破災地で1よ，停電のため緊急通倍が，不能となり余庭のため，送電

が遅れ不安が券るはかりで， 自家発電載の必要性を感じました，

柑iし1こ90 O V !I A0)，1k冷4気筒を購入，万全を期して居ります，

3，罹災局1J，匹 の1菰および，ライフラインの晰絶により，孔19椋ど

ころではなく，連絡のとりようがなく，思考力さえなかった局が多々

ありました，

4，幸いにして，半9知で後IJ/kだけ，の人とかか，通信確保a)為努力さ

れたが，残念な事に，リーダーが居らず』指揮連絡対領 ，等に

対処できなかった、私ども1J, 8,i :J AMJ／谷さんの傘下で，お手

ったい出来よした、

5, 行政側に対する1足言

a, J隅 l1寺における，対策，物資の備寄，釦ドの建逍，通信設備

の確保，災宙訓紬及び')I災Iil1系会謀玲には， 7マチコア煎9線，

代表者の参JII］，またIJ』,I A l? t都道府県支部長宛交宙lこて

連絡されたい，

h，郵政貨1ふ非常事態に際し， A, M』ラパ放送で、アマチ

ュア，孔11椋局に対し，非常通信屑肢数を}R逍し．テレビでは，

ナ’'ップを流してはとうか，検討願い北す，



c 飛辿， IJ, ll, I八のサううイト局がふえ， 9/ヽ電）｝で放送さ

れているので， アノテ•)虐 l、にプースター・を使 11］， これら

プー・スター叫肖幅布は，/，蘭1,、く， 4 3 0, MJImiiは1J'9'1出来る

inて， IL確なデーターーで，製，品化するよう指程されるごとを1碩い
まi,’ÌV [ O冴済41す（も々な戟累が，有りますが，展虹°"AV

I閑l1系，の製品 9•J ，プラブ、チ＇）ク部分が名（っかわれ，企業のさい
さんが，：（1ろ99かと思うか 少な（とも99イJI9ター l可9行に力を

入れて頂くよう， J A R I9， より伐II系監＇脳 1千に指淳方要請1頁き I→

し9,

n rj, 1， 度忠「関連車案

1、ラ Jテイア参J」II「関係各貝0)協力者の氏名（コーールサイ J)

以どちらかを， J AJ/L, NじIVSに悶載し，その努））を，

評1，lI， してやつて欲しい，ァ1でに1片i設された局もあります，

NO, 2 町 1I淡路大展災救援者伐JJ系

人阪府泉南郡役場より，発信の砲油をこの私が傍受直ら1こ

腫信を開始， 1巾戸まで救！愛物資を車で今から 蓮ふかどうかど

の，内容でありました ，れだけとても無罪です，前1で1i,-I，9 
で呉え枯いかと1見牢， il籾Iをお羅いした、 '/iり(jると船似F配
ができたりで， しゅつばつするとの，辿絡が11いつ1，ヽJ

そc，111J. JIIi戸市災害対街本部と連絡をとり，受人れ休制をいそ

がせた，救援吻資船が1伍LI,9到脊，再度市側に叶JI~ いれたか『

貝休的なはなしがかえつて来ないの E,J厚くお／Lを言い西官

巾に1ill船，ある所へ約皆 を lヽろし帰途1，蘭；かれた，
.JG3MDII QRA'/ I月22 Hセo!1 2 1分
J A :II I Iく奇Jl様 1月2g日セ 0II-2 5分

心がいたみます， .JR 3 XTY°'リ泉南各局に1臣（
御礼[l」し上げます
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運営規則・細則

発足会及び第 1回ミ・ティング

4
-
9
 

―― 

'↓
3

5

9

 



乳＿＿＿立一且＿意 書

信1訊I'）闘生し，し1妙なる状況かおこるかだれにも予j!Iよでぎないもの＇（ある，
i ／： 有事い1信を{[定し，緊急時にお1jる應薔Iぶ111を眉立する：［ Ii極めて墨要な：＇とて向る。

帽，紐、唸屑大震災でIi闘1『1こ訊／碍譴瓢麗情尉tヽ ，~虞譴胴1: より，
酋窟屑隠手附彗翫なり，情報手尉詞情報薗瓢骨罰讃された。

こ釘こ［を揺‘訓Iし， 1違嘘11)i攣鱈等1虚聾虞襲鱈汀応嗜I灼
1舌月し，翡閤屑1:Q,晏な闘闊（且広？？チュア崖籍蓮盟 I『孜，`I]ルボー翡蘭闘闘， Bぷ素十字五
？ス］、号）とり連恨iよ胤1位廿通かり眉立して息かば11れ！芯ならない'

そ＇？，近喜冒胄釘点う Jテ／？切了］チュT應翡闊を嘉IJ,闊急rl亨1:おけるi膚等Iり支位計州を
廿在Jとし｝，「青翡i111区了マチ」了虹闊，緊急性i胃芯，｝ ！を翡立すぷもりて奇る。

19S只年平成9年 8月

設立玲起）‘、 IJI~,打司）

氏名 (11封出符号） 住 所

行 祖f J A3WGL i炉冑覇
小巾詞I J Q 3NVK 月蘭眉

小板 IIt― J }I ] J I, l] 吹皿圃
古回ナ文 忍畝戸多 J R 3 l) V ? 屑胄長旦崩
汀廿1廿打 ；1出月駁位 JH3XTY 神）苅鷲区



各紐
近畿態区アマチュア，慧線，緊急通信ネッ l

紐（慧者） 谷蓮 I『
『651神戸粛罹屈八Il胃23-1 9 

直豊四1・汀肩且緊急直信，い［J釘会員鼻集1：ぅ冒

賞局1:Ii，団す祖すこ健闘でアマチaア無線砧動I:ご酋履釘ことと⑮慶び皐し上1]ます。
さて，今1吼釘厭悼， 1哀闘大霞災釘竹験［『紐!Iから，別訊O)t北り粛うJう9 1了OJア？チ 17憮緯局

を募~1) 緊危ill:tliるI1攻等0)支楼闘動を甘I］とした闘』祉信平） 1を認立11たし肛した。

う］出して 1i ，入合を裔望する方 Ii ，下；［要領により胤）訊「入会靡望屑 JI：必要事I~を記）＼〇う凡
甘書て車し込ん了〈たさしI,

な硲，璧E、 I『1，~店 IJ る 1仇力 1：＇）ぎ i して Xi3)1j特に砂要な貰甘しなり祖す砂て記）＼方よぢし〈も屈
し）［主す，
祖tャ，闘仇，1itL I〈]磨1,I：貴局り責I:1(f ター）は闘韮I：贈り1訊1/す杭 1礼）＼釘プうイ）＼J -

にも開1)I）]す釘て書1]ぷ籠圃で；［入して〈杞さい，
太箪I：なり』しだ）Ii,貴局0)祖）―ます0)こィ発厨を討l1『1)車しltf土す，

記

） ・し至希望届」の記杞9.i匹
（）） 入会所望者ijり斤 （室話昏号. F A X番号).通常連絡のつく毎99番号を記入して下さい。

区） 呼出符号または無認拭単者免許括号：アマチニア無緑局の直用が条件てすので，必ず詑入して

くださ 91“ 

火（3) 緊急時叫品）I につ'•'て 紫唸時(•止）が n) 能なも幻または）磯を記入してくたさい。

涅ける玩席で9音1菰です。
※CD 9)叶月と 9)99ン・9ィアd)問係について A 肋籾があり． 9り）砂緩先{.なる．

B いつでもポランう~ ｛ア活勅がでぎる．

じ~その他{

疇 l茄））町能なものを（］で1団んでくださし、。 略記号噂）」 il他なも恥．0をつけてください，
- ----

国記号11 iも 発 厄1段あり，持参して1；け）囁t ） ド

~ -----

~)9 a xあり

閤心；；’,)]二 ，、ラック）I 1月;'り日：； （i J ターネッ l~) ] 
遥・自動車遥転岱許ぁ" ピ ピデオ撮影機あり

医~医紺閲 1糸 ワ ワーフプロ姐紐できる

薬薬削間1糸 99 ・奉務！譴 19報分俎l_~"lJt ク~ル＿―ープ疇［協力者あり） I ~;門竺竺る 1 



平 成年月日

近畿1札区Tマチ：L了開1息緊急i聾19,j卜
会長（代表者） 谷 通 好殿

（入会希望釦

邸

入合＿希~一望屑

［『

賞合釘欝昔1こ賛1詞し，下；［により入合を庸望IJす。
つぎ祖しては，会員として釘登籍をよ入し（秒圃し1l主‘t,

；［ 

l，入鱈望昔闘
訳薔号

一丁

c“
l'a x番号 9 

2 叶：Ii打号成！：は無翡従事者舟詐番号

3 緊應1寺i:且りでぎること。 派（罰紙参1B|I合，，［り(:0て屑んて〈たさし＼）

I. --． r •-—•. 

‘ ① 菫II務と昔ランラィア A 93 
[．-- ．．-- 1. 

9ぬ 協力可能なもの ヌc 

（
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X 人会市溢届の必要の方は．返信用封I目に宛名を言り入 I..901打切キを11,i「1訪l・くたさい

複数の人会希望者があるしきは．コピーをしてください．



「直巖J駆戸応嗜魏，緊急通隠わ 1鱈題且

第1皐 名称及び事務罹
第1条 本会/J,f近畿地区アマチュ了鳥線，緊急通信ネ,I」!称する，

（応「木会」という。）

第2条 本会は事務所を1し衷者（会長）定におく，
合は羞I寺に事務杭を移仇9るこ［ができる，

ただし，緊急叶に際し， 1内兄変化のもる場

々
木

ヰ旦，

3
2
屈弟

第 閲及び轄

Il） 木会は 1III日1素と0月I素を1菜め、開連諸1襲開 訓索`前民0鳩）Jりもと1こ通1試隠
を臭薗する。

12) 素合ll,:『マチュ了焦闘をjlj/11し臭喜 事載発生1守に闊I髯与1慧闘t預翡して，
履聾見霞嘘罰晴1且I:I勧する。

第3靡軋且
笥4条 本会叫青屈員I/了し：チュアi!I籠局釘連圃力iてぎ，か91；うjティ了叶翡を希璧すぶ者と

すふ。

第4首役月
第5条 平会cIt襄者（会長)Iよ構励員の互善によiJ隠闘`｝る

第S負合鼠
第6条 不会を隠宮tふためり会i長は於嬰にIiiしてIi乳者ガij礼集iる，

第3豆籠訓
笥7条 こ°)槻骨IJI：定めるもり釘llか， 4：会り麗営に開し払要な靡厘11,ll衷者が『』に定めん。

付圃
III こ0)会り隠習I：心要な経貫Ii年蘭I,000刊I/)会費そI/)他刷寸合をもって充てふただ［，

素恨て翡数名訊会員の場合は代乳者釘み1,0 0 0門り会賛を恩1位し，應I!贋収しない，

(2) こ釘槻約1i乎屈7年/e月1日から翡行する．



濯肌！
第1章 名1見及び皐務所1:開する斎罰l1

当而1井阪神． I炎絡大翌災（兵）哨県南部大地裳）被災地とをの1吾)WI輝から適（円網名挫備l

将来的には全国的な迎1区拇に発展させたい． このため当而9よI近畿地区アマチュア無闘密荒通1言

ネット~＇の名祢吝使用H.

第2謡 甘狗及び事業に開する軋1軋I

災者·，.故券発宅時 I• は，剋／9圏内で以 1の状況と灸件が発上し， 9恥薩機関 行政 気染庁から発

表がふぅたと全通／990掴99する＂ ／通1月の間始）

(11 「晨度4以IO叡l.|

(2) 「犬扉上ijiilIt雪眉 大規履な仇災 ）iJ羅I1靡闘な[1しよる恩闘甚后」
闊 1罹諄， 9屑等人命に開1辺皐息0滉生」
(i) 「そ叫悲，燻1莫な[籠璽散駐帽讐事讐釘発印

帆！iii樗j厨加間1合したら， I青賊員1訂直もに仇ド）：と忍行う. Ii圃I召釘罷皿）
91） 当如l囮叫叫巨即て． 24時間吋刻這l)心 fi,)，限紺話・い勇校し、 9咲認霞話i芳受訊l,)」の i!9,i'，

咆i竺につとめる， （19部l又華の間始）

心） うジオ~テレじ~アマチでァ！限総移動局なとから弦，., 非業車態の1百報を1慄収したll寸は． 9＂'ih
なく集綿機をスタンハイ 1日gししする^

③ 如砕波数については当初 4 3 3l1h乙 F30)呼ひ出し周殷1次と 『 ill！叫府成貝に9l泣iするに

め． 「間局宣言を発放Jするごと。 "I J03000,詞 j そ的殺~叩｝：出し 1i,1波数が
ら混1言のない閲l辺I剛皮紘で涌1言（時と場合によ，且l常通1已1をi善1対する n ヅ．団のあ和l"!J.

短渡~超）否疫の判渋数で）夏数連用する e

6) 9託 非常速報を・［望危＿非柄確晶情報）と工緊麗J甕祠厄認摂毀 1こ区分し 罪砂関It
諸栂邸へ有線窃話で連絡する＾ 打線竜話が不通オ／しは尺時間になる場合は当該i梵liオ改へ無

紐同を派迫することもある，

I~ 冽~ J O 3000です。オ『t認19報ですが（前翌き！ ~通報半項 ~ ・ ~ ~I 

の 日本アマチコア無線連監 (JA R L』）と綿妬に協力して連Illと姑動を行う。

開If晶 1隻開し此1)] 釘嗅開〗：いう り應杓漣1各先）
① 日＃アマ 9—ュア無磯迎閲＿各甘I, 連町県支部良

② II’(，坊路 ③ 窃宦

（心 行政梃関等の災包 1防災）対策木部

0) 明九）戸等供給会社 ＠ 水道供給元

⑦ 日本赤十守社各都道町県知l!

R 各地の報道 1股間（放送1昂~新聞社）



第3蘭訃i胤に開するjI肌I
叩 U司は以下の哀格と姿尖を師え．』なおかつホうンティア活動を希望する有志をもって柑絨する。

また入会を＃望するものは、会長へ「入会市望屁Jを抱出し入会する．

① アマチュア無l'，局の連用ができること．

R 緊悠 非常通信の理解ができー速1g椋力を有すること c

の通I目を行うに除してー＇工報 11と ーなおかつプライパシーのIg99等— r去
の浬守ができること．

~ Q） 人問愛．郷土愛を有していること e

'，' '直1酉段箭を所有してし iる、←と。

他のホラ/ラ• ｛アi舌動をしている且｝1中等から協力の申 l,tl：があった梧合 連携をしながら協力をし

て支援活動にあたる。

第4鼠役員1こ屑｝る羅］11

会長は峨率）］があり~かつ高い貝識を有するものを 1背成貝の互退により選出する。
会民は．認や時に幸頑しなり~忠た限1位諸槻俣l との速絡調経さ一行う。

また会長は必要に応して係を{-F命することかできる，

第5章会議に開` I]麗1II 
卒会を運営 •J ぞ l"’その他訓練斡は必嬰に応 lヽ．てイ（致者が1仕果する。

第6章袖叫に開すん闊肌I
迎既~に似1 し秘要なことが発生した壊台は代表者加定め， l梢成貝の門庶をえる。

そ釘IIl1,1予費1：開する籠IIII

[99 91｛フンティア活動と iJ~ 恥．1 で，衣食仕なと全て個人1l)］自 fりを原姐l とする。

泌 緊急串應発生時にわける経釦9．関係i麟閲Jり支出してもらうことがある。



れ第 I 9 9 1--0 0 l号

各 位
平成 7年］ 2月 2 :i H 

近畿地区百闊無線・緊急通信ネット

会長（代表者）谷 通 好

〒的7神戸市灘区／＼町］2-3-I 9 

近畿地区アマチっ了無線・緊急適信ネ・,I• 発足会
及び第 11,,1ミ～丁ィングの19暉について（お知らせ）

"，IIKの候、尉局にはますますご仙勝でアマチュア無線活動にこ'f環のこととお喜び申し

_1-.1「まれ

さて、 l.,；逗会合を下記により！開催します。

つきナしては、食を同者多数の参加方よろし（お眺い巾し上げます。

なお、本状は本ti現n0)希望者あて必付いたしましたので、他に希望者があれば連絡い

ただけ］、 Iたら幸いです。

l、口時

2、場9J,

:I、内容

｛、その他

"ij呈言己

討己

Iヽi成 8年 IJ1 I 4 1-1 (El)ケ前 lo防～ 12時

II本 j'マチ＿ 9 ）噸1線連盟関西地方車務Ii(2階会議室）

〒弓，1：1 人阪市天］．寺区大逍 3•-8 、-3 j 電話06-779-j671i

J R厨状線 r、拾l[1駅』祉歩1［西約 1分

(I)近畿JIh区79和“r舟9綿・緊急通信ネットの発足について

②活動計圃1こついて

⑱)平常,I,i における連絡1本佑111•r ついて

（心その他

①釦JII各局は各1]名lLを準儲廊い翌｝g

（釘会場付近I翡I；卓Iりが少なくまた駐車場所があり

衷せん（りで屯車等でおこしくたさい。

（心）会J品準備の都合があり iオので l)JB日（月）

3-

（名札例）

コールサイン

氏名

までに当局あて出席甜た1j欠席の連絡をお諏いします。

（心当日、人会希紐者があれば会場で受け付けま-,のでご連絡Fさい。

太会を発足するにあたり、設立発起人 (5名）か会合をもらましたい

その粘具、平成'/if'1OJ) l Hより会を発足させ、会貝の募集を行うとともに活動を開

始しヽたしよしたc、

なお、発起人会の会長（代表行）は谷 涌好が推脚され受諾いたしましたことにより本

文歯等を送付 Irおいよれ J~ ろし（ご理解どご協））のはどお郎い t|1 1，上げまd( 
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